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令和３年９月 22 日 

金融庁 

  みずほ銀行及びみずほフィナンシャルグループ

に対する行政処分について 

  金融庁は、本日、株式会社みずほ銀行（以下「当行」という。）及び株式会社みずほフィ

ナンシャルグループ（以下「当社」という。）に対し、以下のとおり業務改善命令を発出し

た。  

Ⅰ．業務改善命令の内容 

 【みずほ銀行】（銀行法第 26 条第１項）  

1.  当面のシステム更改及び更新等（顧客影響を生ずる機器の更改及び更新並

びに保守作業を含む。以下同じ。）の計画について、これまでのシステム障

害、システム更改及び更新等を行う必要性及び緊急性並びに銀行業務に及ぼ

すリスクを踏まえた、再検証及び見直しを行うこと。 

2.  上記１．により再検証及び見直しを行った上で実行すべきシステム更改及

び更新等がある場合には、当該システム更改及び更新等に係る適切な管理態

勢（障害発生時の顧客対応に係る態勢を含む。以下同じ。）を確保すること。 

3.  当面のシステム更改及び更新等の計画について、上記１．に基づく再検証

及び見直しの結果並びに上記２．に基づく適切な管理態勢の確保のための計

画を 10 月 29 日（金）まで（10月末までの計画については、10 月６日（水）

まで）に提出し、速やかに実行すること。なお、当該計画の変更又は追加等を

行った場合には、速やかに追加報告を行うこと。 

 【みずほフィナンシャルグループ】（銀行法第 52 条の 33 第１項）  

1.  当行によるシステム更改及び更新等の計画に係る再検証及び見直しの結果

並びに適切な管理態勢の確保のための計画を検証すること。 

2.  上記１．の検証結果について、10月 29日（金）までに提出すること。 

 Ⅱ．処分の理由 

 【みずほ銀行】  
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1.  当行は、令和３年２月から９月の間に合計７回のシステム障害を発生させ、

個人・法人の利用者に大きな影響を及ぼしている。これを受け、金融庁は検

査において、当行及び当社のシステム面及びガバナンス面について全般的な

検証を進めている。 

2.  一方、当行においては、今後、業務継続上必要なシステム更改及び更新等

の実施が見込まれており、これらが新たなシステム障害の発生を招くことの

ないよう、システム更改及び更新等に係る適切な管理態勢を確保する必要が

あると認められる。 

 【みずほフィナンシャルグループ】 

  当社においては、当行の銀行持株会社として、当行の行うシステム更改及び更新等に係

る管理態勢の状況を適切に経営管理する必要があると認められる。 

 （注）金融庁が現在実施している、検査による当行及び当社に対するシステム面及びガバ

ナンス面の全般的な検証については継続する。その結果を踏まえて、改めて必要な行政対応

について検討する。 

お問い合わせ先 

金融庁 監督局 銀行第一課 

Tel 03-3506-6000（代表）（内線 3444、3328） 
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平成 30 年 10 月５日 

金  融  庁 

スルガ銀行株式会社に対する行政処分について 

金融庁は、本日、スルガ銀行株式会社（以下「当行」という。法人番号 9080101000957）

に対し、下記のとおり行政処分を行いました。 

記 

１．命令の内容 

銀行法第 26 条第１項に基づく命令 

（１）平成 30 年 10 月 12 日（金）から平成 31 年４月 12 日（金）までの間、新規の投資用不

動産融資を停止すること。 

 また、自らの居住に当てる部分が建物全体の 50％を下回る新規の住宅ローンについても

同様に停止すること。  

（２）上記（１）の期間において、当行の役職員が融資業務や法令等遵守に関して銀行員として

備えるべき知見を身につけ、健全な企業文化を醸成するため、全ての役職員に対して研修を

行うこと。その際、各役職員が少なくとも一定期間通常業務から完全に離れ当該研修に専念

することにより、その徹底を図ること。  

（３）健全かつ適切な業務運営を確保するため、以下を実行すること。  

① 今回の処分を踏まえた経営責任の明確化（厳正な判断が期待できる社外の第三者による客

観的な検証体制の構築及び責任追及を含む）  

② 法令等遵守、顧客保護及び顧客本位の業務運営態勢の確立（当局への正確な報告の実施に

かかるものや過去の不正行為等に関する必要な実態把握を含む）と全行的な意識の向上及

び健全な企業文化の醸成 

③ 反社会的勢力の排除に係る管理態勢、マネー・ローンダリング及びテロ資金供与に係る管

理態勢の確立  

④ 融資審査管理を含む信用リスク管理態勢及び内部監査態勢の確立  

⑤ 当行の営業用不動産の所有・管理や当行の株式の保有等を行い、創業家の一定の影響下に

ある企業群（ファミリー企業）との取引を適切に管理する態勢の確立  
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⑥ シェアハウス向け融資及びその他投資用不動産融資に関して、金利引き下げ、返済条件見

直し、金融 ADR等を活用した元本の一部カットなど、個々の債務者に対して適切な対応を

行うための態勢の確立  

⑦ 上記を着実に実行し、今後、持続可能なビジネスモデルを構築するための経営管理態勢の

抜本的強化  

（４）上記（３）に係る業務の改善計画を平成 30 年 11 月末までに提出し、直ちに実行するこ

と。  

（５）上記（４）の改善計画について、当該計画の実施完了までの間、３ヶ月毎の進捗及び改善

状況を翌月 15日までに報告すること（初回報告基準日を平成 30 年 12月末とする）。  

２．処分の理由 

先般９月７日付で公表されたスルガ銀行第三者委員会の調査報告書も踏まえ、当庁によ

る立入検査の結果や銀行法第 24条第１項に基づき求めた報告を検証したところ、当行の法

令等遵守態勢、顧客保護及び顧客本位の業務運営態勢、信用リスク管理態勢、経営管理態勢

等について、以下の問題が認められた。 

（１）シェアハウス向け融資及びその他投資用不動産融資に関する不正行為 

 当行では、シェアハウス向け融資及びその他投資用不動産融資に関して、以下のような不

正行為が確認された。  

① 不動産関連業者（チャネル）が、賃料や入居率について、実勢よりも高く想定し、もしく

は、実績値よりも高い数値に改ざんして、収益還元法で不動産を評価することにより、割り

増された不動産価格が算出された結果、当該価格に基づき、当行から多額の融資が実行され

ている。 当行では、投資用不動産融資を扱う相当数の営業職員が、チャネルによる上記の

不正行為を明確に認識、もしくは少なくとも相当の疑いを持ちながら業務を行っていた。中

には、当行営業職員が、チャネルに対して不正行為を能動的に働きかけて改ざんを促す事例

や、自ら改ざんを行った事例も認められた。 

② チャネルが、当行の融資審査を通すために、（ⅰ）自己資金のない債務者の預金通帳の残

高の改ざん、（ⅱ）債務者の口座へ所要自己資金の振り込み（見せ金）、（ⅲ）一定の年収

基準を満たすよう債務者の所得確認資料の改ざん、（ⅳ）売買契約書を二重に作成、等を実

施している。 
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 当行では、投資用不動産融資を扱う相当数の営業職員が、チャネルによる上記の不正行為

を明確に認識、もしくは少なくとも相当の疑いを持ちながら業務を行っていた。  

③ 審査部が資料の改ざん等の不芳情報のあったチャネルを取扱い停止にしたにもかかわら

ず、営業店が、取引継続を企図し、当該チャネルに新たなチャネルの設立を持ちかけるなど、

迂回取引を行い、不正行為を継続・助長させている。  

（２）顧客の利益を害する業務運営 

 当行では、シェアハウス向け融資を含めた投資用不動産融資を実行する際に、カードロー

ン、定期預金、保険商品等の様々な商品を抱き合わせて販売しているが、これらの取引は、

顧客にとって経済合理性が認められない取引となっており、顧客保護上不適切な業務運営

となっている。こうした取引の中には、銀行法第 13条の３第３号（抱き合わせ販売）に違

反する行為が一定数認められる。 

 また、当行は、銀行代理業の許可を持たないチャネルに顧客への説明を委ねており、顧客

説明態勢に不備が認められる。  

（３）適切な信用リスク管理及び営業に対する牽制機能の欠如 

 経営陣及び審査部は、シェアハウス向け融資及びその他投資用不動産融資に関して、特定

のチャネルの財務状態、ビジネスモデルの持続可能性に関する様々なリスクを把握してい

るにもかかわらず、こうしたリスクについて十分に検討を行うことなく融資を継続した結

果、不良債権の増加を招いており、信用リスク管理上の問題が認められる。 

 審査部は、営業部門からの要請により、審査の迅速化のため、資金使途や保有金融資産の

確認を営業店の事後確認のみで完結させるなど、稟議関係書類の簡素化を図っている。また、

営業部門の本部長ミーティングで妥当とされたシェアハウス向け融資をほぼ全件（99％）

承認するなど、実質的に審査が形骸化している。 

 監査部は、一連の不正行為に関して、融資方針や施策、ポートフォリオの構造変化などに

対するリスクアセスメントを行っておらず、事務不備点検に重きを置いた監査にとどまっ

ており、不正の兆候を発見できていない。  

（４）ファミリー企業に対する不適切な融資 

 以下のとおり、当行では、ファミリー企業に対する融資に関して、保有資産の実態把握、

具体的な返済計画の検証等を行っておらず、不適切な融資管理の実態が認められる。また、

ファミリー企業から創業家個人に対して一定額の融資が実行される中、業況の芳しくない

ファミリー企業に対する当行融資の回収が進まないなど、信用リスク管理上の問題が認め

られる。  
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① 当行が融資を実行したファミリー企業が別のファミリー企業に対して転貸した資金の回

収可能性がなく、大幅な債務超過となり破綻懸念先に該当し、当該ファミリー企業向け融資

について追加引当が必要となった事例が認められる。  

② 特定のファミリー企業からの融資を回収するために、複数回にわたり、当初寄付名目で拠

出した資金を別のファミリー企業を通じて当該ファミリー企業へ還流させ、返済を受けて

いる。当該取引は実質的に特定のファミリー企業を支援するものであり、本来であれば、将

来の経営改善の見込みや経営支援の必要性について取締役会や経営会議において議論した

上で決定すべきであるにもかかわらず、実際は一部の経営陣のみで決定しており、与信管理

及びガバナンス上の問題が認められる。 

（５）反社会的勢力との取引の管理態勢、マネー・ローンダリング及びテロ資金供与対策に係る

管理態勢の不備  

① 当行では、既存顧客を新たに反社会的勢力と認定しても、（ⅰ）既存のカードローンの与

信枠の閉鎖を行っていないため、枠内でローン残高が増加している事例、（ⅱ）反社会的勢

力に対する新規の預金口座の開設をブロックするシステムの整備が不十分であるため、預

金口座を新規開設している事例が多数存在する。 

② 当行では、既存顧客を新たに反社会的勢力と認定しても、警察への照会件数が少なく、照

会する顧客（反社会的勢力）についても取引解消が相対的に容易な先を優先するなど、取引

解消に向けた取組みを十分に行っていない。 

③ 当行では、疑わしい取引のチェックを行うシステムにおいて、法人取引を検知対象に含め

ておらず、管理帳票の出力・確認などの代替の対応策も講じていないなど、法人取引におけ

る疑わしい取引の検知態勢を整備していない。 

 また、法人取引時の実質的支配者の確認・記録を営業現場に徹底していないため、実質的

支配者の情報を確認しないまま、取引を実行している（犯罪による収益の移転防止に関する

法律第４条第１項第４号違反）。  

（６）当局に対する実態と異なる報告 

 シェアハウス向け融資や投資用不動産融資に関して、特定のチャネルとの取引関係の有

無について当局から照会を受けた際の報告が、実態と異なる内容となっていたことが判明

している。 

 また、ファミリー企業に対する融資の管理状況について当局へ報告しているが、融資先フ

ァミリー企業による転貸状況を十分に把握していないため、当該報告が実態と異なる内容

となっていたことが判明している。  
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（７）上記（１）から（６）の問題発生の要因としては、創業家が実質的に当行を支配する中、

審査態勢に不備が認められる営業優位の組織を構築する一方で、営業現場を放置したため、

営業現場では、創業家の後ろ盾を得た特定の執行役員が、厳しい業績プレッシャー、ノルマ、

叱責等で営業職員を圧迫した結果、法令等遵守を軽んじ不正行為を蔓延させる企業文化が

醸成されたことが認められる。 

 また、取締役会は、特定の役職員に営業方針や施策を任せきりとなり、その内容や結果だ

けでなく自行の貸出ポートフォリオの構造すら把握せず、適切に監督機能を果たさないな

ど、経営管理（ガバナンス）に問題があったことも、問題発生の要因と認められる。 

お問い合わせ先 

金融庁 監督局銀行第二課 

03-3506-6000（代表）（内線 3763、3699） 
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１１年７月２９日 

金融監督庁長官談話 

クレディ・スイス・グループ等について 
 

１ ．クレディ・スイス・ファイナンシャル・プロダクツ（以下、「ＣＳＦＰ」という。）銀行東京支店、

クレディ・スイス信託銀行、クレディ・スイス・ファースト・ボストン銀行東京支店、クレディ・

スイス・ファースト・ボストン・セキュリティーズ・ジャパン・リミテッド（証券）、クレディ・スイス

投信（以下、「ＣＳグループ在日拠点」という。）及び国際投信投資顧問（以下、「国際投

信」という。）に対しては、本年１月以降、当庁により立入検査を実施し、去る７月１３日に

検査結果の通知を行った。 

  

２ ．～６．（略）  
 

（別 紙） 

ＣＳグループ各拠点及び国際投信の処分事由及び処分内容の概要  
 

１ ．クレディ・スイス・ファイナンシャル・プロダクツ銀行東京支店 

ア ．組織的に、銀行法第６３条第３号の検査妨害、忌避罪に該当すると思料される行為を

行ったこと  
イ ．顧客の財務内容の適切な開示の観点から著しく不適切な商品を大量に反復継続して

組成・提供し、我が国金融市場及び金融機関の健全性を著しく損ない、銀行法第２７条

に規定する公益を害する行為に該当すると認められる業務運営を行ったこと  
ウ ．株価連動債等について、銀行である当支店自らが顧客への提案書の作成、説明等

の勧誘活動を行う等、銀行法第１２条、証券取引法第６５条等に抵触する行為を行った

こと 

から、下記の処分を命じた。 

(1)  平成１１年１１月３０日から効力を発する免許取消 

〔銀行法第２７条〕 

(2)  平成１１年８月５日から平成１１年１１月２９日までの間、既存取引の解消及びこれに

付随する業務を除くすべての業務の停止命令 

〔銀行法第２７条〕 

（以下、略） 
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商
号
《
乙
２
》、
以
下
、
単
に
「
被
告
銀
行
」
と
い
う
。）
は
、
グ

レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
ロ
ン
ド
ン
市
に
本
店
を
置
き
、
外
国
の

法
令
に
準
拠
し
て
外
国
に
お
い
て
銀
行
業
を
営
む
外
国
銀
行
で
あ
る
が
、
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
×

丁
目
×
番
×
号
×
×
×
×
×
ビ
ル
二
七
階
に
東
京
支
店
を
設
け
て
、
日
本
に
お
い
て
免
許
を
受
け

て
銀
行
業
を
営
む
こ
と
に
な
っ
た
が
、
被
告
銀
行
東
京
支
店
の
発
足
に
当
た
り
、
同
じ
金
融
グ
ル

ー
プ
の
《
乙
４
》
証
券
会
社
（
以
下
、
単
に
「《
乙
４
》
証
券
」
と
い
う
。）
東
京
支
店
の
金
融
商

品
開
発
部
の
部
長
で
あ
っ
た
分
離
前
相
被
告
人
《
乙
５
》（
以
下
、
単
に
「《
乙
５
》」
と
も
い
う
。）

が
支
店
長
と
な
り
、《
乙
４
》
証
券
東
京
支
店
の
金
融
商
品
開
発
部
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
の
ま
ま
中

核
と
な
っ
て
、
平
成
九
年
四
月
一
五
日
に
営
業
を
開
始
し
た
。《
乙
４
》
証
券
東
京
支
店
の
金
融
商

品
開
発
部
で
は
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
を
債
券
と
し
て
商
品
化
し
た
仕
組

債
の
開
発
や
販
売
を
中
心
業
務
と
し
て
い
た
が
、《
乙
５
》
は
、
仕
組
債
ビ
ジ
ネ
ス
の
儲
け
が
大
き

い
の
で
、
被
告
銀
行
東
京
支
店
の
発
足
後
も
、
仕
組
債
ビ
ジ
ネ
ス
を
継
続
し
て
行
い
た
い
と
考
え

て
い
た
。
し
か
し
、
当
時
の
法
制
下
で
は
、
銀
行
と
証
券
会
社
と
の
業
務
は
区
別
さ
れ
、
銀
行
が

証
券
業
務
を
行
う
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
フ
ァ
イ
ア
ー
・
ウ
ォ
ー
ル
違
反
」（
銀
行
業
と
証
券
業
の

分
離
規
制
違
反
）
と
し
て
証
券
取
引
法
、
銀
行
法
（
以
下
、
銀
行
法
は
平
成
一
一
年
法
律
第
一
六

○
号
に
よ
る
改
正
前
の
銀
行
法
を
指
す
。）
な
ど
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
被
告

銀
行
東
京
支
店
が
仕
組
債
を
販
売
す
る
と
い
う
こ
と
は
銀
行
に
は
許
さ
れ
て
い
な
い
有
価
証
券

の
販
売
を
行
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
証
券
取
引
法
違
反
と
な
る
た
め
、《
乙
５
》
は
、
そ
の
対
策

を
検
討
し
、
仕
組
債
の
開
発
業
務
は
被
告
銀
行
東
京
支
店
で
行
い
、
そ
の
販
売
業
務
は
《
乙
４
》

証
券
東
京
支
店
が
行
う
と
い
う
体
裁
を
と
る
方
法
を
採
用
し
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
仕
組
債

に
つ
い
て
は
、「
出
来
合
い
の
債
券
」
を
顧
客
に
販
売
す
る
も
の
で
は
な
く
、
顧
客
側
と
綿
密
な
や

り
と
り
を
し
な
が
ら
、
顧
客
の
要
望
に
従
っ
て
、
適
切
な
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
を
組
み
合
わ
せ
て
、

内
容
を
確
定
し
て
債
券
を
作
る
作
業
が
必
要
で
あ
り
、
仕
組
債
の
内
容
を
確
定
す
る
開
発
業
務
が

大
部
分
を
占
め
て
、
販
売
行
為
自
体
は
事
務
的
、
形
式
的
業
務
に
過
ぎ
な
い
た
め
、《
乙
４
》
証
券

東
京
支
店
の
支
店
長
や
法
務
部
の
社
内
弁
護
士
ら
は
、
形
式
要
件
だ
け
を
整
え
れ
ば
済
む
と
い
う

よ
う
な
話
で
は
な
い
、
表
面
上
取
り
繕
っ
て
も
だ
め
だ
な
ど
と
反
対
し
て
い
た
。
し
か
し
、
最
終

的
に
は
、
被
告
銀
行
東
京
支
店
は
、
仕
組
債
の
販
売
に
よ
る
収
益
の
二
％
を
《
乙
４
》
証
券
東
京

支
店
に
配
分
し
、
仕
組
債
の
販
売
に
際
し
て
《
乙
４
》
証
券
の
名
前
を
借
り
て
仕
組
債
ビ
ジ
ネ
ス

を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、《
乙
５
》
は
、
書
類
の
分
別
保
管
に
つ
い
て
意
を
用
い
、（
１
）

通
常
の
銀
行
業
務
に
関
す
る
書
類
、（
２
）
守
秘
義
務
契
約
に
関
す
る
書
類
、（
３
）
仕
組
債
な
ど

に
関
す
る
証
券
関
連
業
務
書
類
の
三
種
類
に
書
類
を
分
類
す
る
こ
と
を
指
示
し
、
当
初
は
、
守
秘

義
務
契
約
に
関
す
る
書
類
だ
け
を
、
被
告
銀
行
東
京
支
店
の
あ
る
×
×
×
×
×
ビ
ル
二
七
階
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
脇
の
倉
庫
（
以
下
、
単
に
「
二
七
階
倉
庫
」
と
い
う
。）
に
保
管
し
、
証
券
関
連
業
務

書
類
は
被
告
銀
行
東
京
支
店
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
保
管
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
法
務
部
の
社
内
弁

護
士
か
ら
、
証
券
関
連
業
務
書
類
を
被
告
銀
行
東
京
支
店
に
置
く
こ
と
は
、
被
告
銀
行
東
京
支
店

の
証
券
関
連
業
務
書
類
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
、
フ
ァ
イ
ア
ー
・
ウ
ォ
ー
ル
違
反
を
犯
し
て
い
る
と

認
定
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
理
由
か
ら
反
対
が
あ
り
、《
乙
４
》
証
券
東
京
支
店
に
置
か
せ
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て
も
ら
う
よ
う
に
と
の
指
示
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、《
乙
４
》
証
券
東
京
支
店
内
に
証
券
関
連
業
務

書
類
を
置
く
こ
と
は
同
支
店
か
ら
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、《
乙
５
》
は
、
証
券
関
連
業
務
書
類

を
二
七
階
倉
庫
に
保
管
す
る
こ
と
に
し
た
。

 

 
《
乙
６
》（
以
下
、
単
に
「《
乙
６
》」
と
も
い
う
。）
は
、
被
告
銀
行
東
京
支
店
の
法
令
遵
守
部

門
の
責
任
者
で
あ
っ
た
が
、
平
成
一
〇
年
一
二
月
一
八
日
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
で
、「
外
資
系
金

融
機
関
に
対
し
て
金
融
監
督
庁
の
検
査
が
実
施
さ
れ
る
。」
旨
の
報
道
が
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、

検
査
が
実
施
さ
れ
た
場
合
に
は
、
法
令
遵
守
部
門
の
責
任
者
と
し
て
対
応
の
窓
口
と
な
る
た
め
、

そ
れ
に
備
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、《
乙
６
》
は
、
同
月
二
一
日
こ
ろ
に
、
支
店
長
室
に
お

い
て
、《
乙
５
》
を
交
え
て
、《
乙
７
》
経
理
部
長
、《
乙
８
》
金
融
法
人
部
長
、《
乙
９
》
事
業
法

人
部
長
、
金
融
法
人
部
の
《
乙
１
０
》
な
ど
が
集
ま
っ
て
、
検
査
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
持

っ
た
が
、
そ
の
席
で
、
守
秘
義
務
契
約
に
関
す
る
書
類
を
ど
う
す
る
か
、
見
せ
ら
れ
る
書
類
と
見

せ
ら
れ
な
い
書
類
に
つ
い
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
考
え
る
か
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
う
ち
、《
乙

１
０
》
が
、「
う
ち
に
は
サ
テ
ィ
ア
ン
が
あ
る
か
ら
ね
。」
と
い
う
こ
と
を
言
い
、
そ
れ
を
聞
い
た

《
乙
５
》
が
、「
あ
そ
こ
は
ま
ず
い
ん
だ
よ
ね
。」
と
言
っ
た
。《
乙
６
》
は
、
以
前
に
営
業
部
員
か

ら
二
七
階
倉
庫
が
オ
ウ
ム
真
理
教
教
団
で
建
物
を
意
味
す
る
サ
テ
ィ
ア
ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
と

聞
き
、
隠
し
部
屋
と
な
っ
て
い
わ
ゆ
る
灰
色
の
取
引
に
当
た
る
営
業
関
係
書
類
が
保
管
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、《
乙
５
》
の
「
あ
そ
こ
は
ま
ず
い
ん
だ
よ
ね
。」
と

の
発
言
を
聞
い
て
、
検
査
が
入
っ
た
場
合
に
は
、
二
七
階
倉
庫
の
中
に
あ
る
書
類
は
検
査
官
に
開

示
で
き
な
い
と
の
気
持
ち
を
《
乙
５
》
が
持
っ
て
い
る
と
の
認
識
を
持
っ
た
。
そ
し
て
、
検
査
の

際
に
は
、
被
告
銀
行
東
京
支
店
の
見
取
図
を
検
査
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る

が
、
平
成
一
一
年
一
月
四
日
こ
ろ
に
、
人
事
・
総
務
部
長
の
《
乙
３
》（
以
下
、
単
に
「《
乙
３
》」

と
も
い
う
。）
が
準
備
し
て
き
た
城
山
Ｊ
Ｔ
森
ビ
ル
二
七
階
の
見
取
図
に
は
、
二
七
階
倉
庫
が
記

載
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
の
で
、《
乙
６
》
は
《
乙
３
》
と
話
合
い
、
二
七
階
倉
庫
は
、
被
告
銀
行

東
京
支
店
の
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
く
、
ビ
ル
の
共
用
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
二
七

階
倉
庫
を
省
い
た
見
取
図
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
た
が
、《
乙
３
》
か
ら
は
《
乙
５
》
の
了
解
を
得

る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、《
乙
６
》
は
、
翌
日
こ
ろ
、《
乙
５
》
の
了
承
を
得
る
た
め
、
支

店
長
室
に
赴
い
て
《
乙
５
》
に
対
し
、
検
査
の
際
に
は
被
告
銀
行
東
京
支
店
の
見
取
図
を
検
査
官

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
二
七
階
倉
庫
は
ビ
ル
の
共
用
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
こ

と
に
し
て
、
二
七
階
倉
庫
を
省
い
た
見
取
図
を
作
成
し
て
、
検
査
の
際
に
は
提
出
し
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
い
い
で
し
ょ
う
か
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
話
し
た
と
こ
ろ
、《
乙
５
》
は
、「
あ
の
ス
ト

レ
ー
ジ
（
倉
庫
）
の
こ
と
だ
ね
、
あ
そ
こ
、
出
た
ら
ま
ず
い
ん
だ
よ
ね
。」
と
言
い
、
し
ば
ら
く
の

沈
黙
の
後
、「
そ
れ
で
進
め
て
い
い
よ
。」
と
言
っ
て
、
了
承
し
た
。

 

（
罪
と
な
る
べ
き
事
実
）

 

 
被
告
銀
行
は
、
大
蔵
大
臣
の
免
許
を
受
け
、
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
×
丁
目
×
番
×
号
×
×
×
×

×
ビ
ル
二
七
階
に
東
京
支
店
を
設
け
て
、
為
替
取
引
、
金
融
先
物
取
引
及
び
金
融
等
デ
リ
バ
テ
ィ

ブ
取
引
等
の
銀
行
業
を
日
本
に
お
い
て
営
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
被
告
銀
行
の
東
京
支
店
長
と
し
て

同
支
店
業
務
全
般
を
掌
理
し
て
い
た
分
離
前
相
被
告
人
《
乙
５
》
に
お
い
て
、
同
支
店
法
令
遵
守

部
門
責
任
者
の
《
乙
６
》
及
び
同
支
店
人
事
・
総
務
部
長
の
《
乙
３
》
と
共
謀
の
上
、
被
告
銀
行

の
業
務
に
関
し
、
金
融
監
督
庁
長
官
が
銀
行
法
二
五
条
及
び
五
九
条
一
項
に
基
づ
き
平
成
一
一
年

一
月
二
〇
日
か
ら
同
年
六
月
一
六
日
ま
で
の
間
に
実
施
し
た
同
支
店
に
対
す
る
金
融
監
督
庁
検

査
部
の
立
入
検
査
に
際
し
、
同
支
店
の
仕
組
債
な
ど
に
関
す
る
証
券
関
連
業
務
書
類
を
開
示
す
る

と
、
同
支
店
が
証
券
取
引
法
な
ど
に
違
反
す
る
営
業
を
行
っ
て
い
る
と
認
定
さ
れ
、
何
ら
か
の
行

政
処
分
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
同
年
一
月
二
〇
日
、
検
査
官
か
ら
の
同
支
店
見
取
図

の
提
出
要
求
に
対
し
、
同
支
店
の
証
券
関
連
業
務
書
類
を
保
管
し
て
い
た
×
×
×
×
×
ビ
ル
の
二

七
階
倉
庫
を
省
い
て
作
成
し
た
見
取
図
を
検
査
官
に
提
出
し
、
ま
た
、
検
査
官
に
対
し
、
二
七
階

倉
庫
は
同
ビ
ル
の
共
用
施
設
で
あ
り
同
支
店
が
使
用
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
旨
嘘
を
つ
き
、
さ

ら
に
、
二
七
階
倉
庫
に
保
管
し
て
い
た
右
証
券
関
連
業
務
書
類
を
同
ビ
ル
地
下
倉
庫
に
移
動
し
て

隠
匿
し
、
そ
の
後
も
検
査
官
か
ら
再
三
に
わ
た
り
同
支
店
で
作
成
し
て
保
管
す
る
書
類
全
部
の
提

出
を
要
求
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
右
証
券
関
連
業
務
書
類
の
存
在
に
つ
い
て
同
年
二
月
二
三

日
ま
で
検
査
官
に
対
し
て
秘
匿
し
続
け
る
な
ど
し
、
も
っ
て
、
立
入
検
査
の
職
員
の
質
問
に
対
し

て
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
か
つ
、
同
検
査
を
忌
避
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

（
証
拠
の
標
目
）《
略
》

 

（
弁
護
人
の
主
張
に
対
す
る
判
断
）

 

 
弁
護
人
の
主
張
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
主
な
も
の
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

 



C
S

 判
決
文

 
  

1
1
 

一
 
公
訴
棄
却
の
主
張
に
つ
い
て

 

１
 
公
訴
権
濫
用
の
主
張
に
つ
い
て

 

 
弁
護
人
は
、
本
件
一
連
の
経
緯
の
中
に
は
、〔
１
〕
被
告
銀
行
東
京
支
店
は
死
刑
に
も
匹
敵
す
る

免
許
取
消
処
分
を
受
け
た
が
、
そ
の
処
分
は
過
大
で
あ
り
、
ま
た
、〔
２
〕
金
融
監
督
庁
は
、
東
京

支
店
の
免
許
取
消
処
分
に
対
す
る
出
訴
期
間
が
経
過
し
た
後
に
被
告
銀
行
を
告
発
し
、
そ
し
て
本

件
公
訴
提
起
に
至
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
被
告
銀
行
に
と
っ
て
は
、
だ
ま
し
討
ち
以
外
の
な
に
も

の
で
も
な
く
、
さ
ら
に
、〔
３
〕
銀
行
法
六
四
条
の
両
罰
規
定
は
、
被
告
銀
行
東
京
支
店
に
対
し
て

適
用
す
る
の
は
と
も
か
く
、
被
告
銀
行
に
対
し
て
適
用
し
得
な
い
こ
と
は
明
々
白
々
で
あ
る
の
に
、

敢
え
て
無
理
を
し
て
被
告
銀
行
を
告
発
し
、
公
訴
を
提
起
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
事
情
が
存
す
る

が
、
免
許
取
消
処
分
と
い
う
行
政
制
裁
の
重
さ
か
ら
し
て
、
刑
事
処
分
の
必
要
性
の
全
く
な
い
事

案
で
あ
る
の
に
、
被
告
銀
行
に
対
し
公
訴
を
提
起
し
た
本
件
公
訴
提
起
は
法
的
正
義
に
著
し
く
反

し
、
検
察
官
の
合
理
的
裁
量
規
準
を
著
し
く
逸
脱
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
公
訴
権
の
濫

用
に
当
た
る
の
で
、
本
件
公
訴
は
棄
却
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
旨
主
張
す
る
の
で
、
検
討
す
る
。

 

 
Ｂ
の
警
察
官
調
書
（
甲
七
）、「

捜
査
関
係
事
項
照
会
書
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て
」
と
題
す
る

書
面
（
甲
三
）
な
ど
の
関
係
各
証
拠
に
よ
れ
ば
、
次
の
事
実
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
被
告
銀
行
の
東
京
支
店
は
、
平
成
九
年
二
月
一
九
日
に
銀
行
業
の
免
許
を
取
得
し
、
同
年
四
月

一
五
日
か
ら
営
業
を
開
始
し
た
が
、
そ
の
後
、
銀
行
法
や
証
券
取
引
法
等
に
違
反
し
て
営
業
し
て

い
る
可
能
性
が
大
き
い
と
判
断
さ
れ
て
、
平
成
一
一
年
一
月
二
〇
日
か
ら
同
年
六
月
一
六
日
ま
で

の
間
に
金
融
監
督
庁
検
査
部
の
立
入
検
査
を
受
け
た
。
そ
の
立
入
検
査
の
結
果
、
被
告
銀
行
の
東

京
支
店
は
、〔
１
〕
検
査
忌
避
に
よ
る
銀
行
法
六
三
条
違
反
、〔
２
〕
無
許
可
で
有
価
証
券
店
頭
デ

リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
証
券
取
引
法
六
五
条
違
反
、〔
３
〕
日
本
の
金
融

機
関
や
事
業
法
人
の
粉
飾
決
算
に
加
担
す
る
仕
組
債
を
開
発
し
、
そ
れ
を
販
売
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
公
益
を
害
す
る
行
為
に
よ
る
銀
行
法
二
七
条
違
反
等
を
行
っ
て
お
り
、
極
め
て
悪
質
で
あ
る

と
判
断
さ
れ
た
。
金
融
再
生
委
員
会
は
、
同
年
七
月
二
三
日
に
被
告
銀
行
の
聴
聞
を
行
い
、
聴
聞

結
果
に
基
づ
き
、
同
年
七
月
二
九
日
付
け
で
免
許
取
消
処
分
を
行
っ
た
が
、
現
存
す
る
デ
リ
バ
テ

ィ
ブ
取
引
の
秩
序
だ
っ
た
解
消
を
図
る
た
め
、
免
許
取
消
処
分
の
効
力
発
生
の
日
は
同
年
一
一
月

三
〇
日
か
ら
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
被
告
銀
行
東
京
支
店
は
清
算
手
続
が
開
始
さ
れ
、
銀
行
法
五

一
条
二
項
に
よ
り
裁
判
所
が
清
算
人
を
選
任
し
た
。
そ
し
て
、
金
融
監
督
庁
検
査
部
長
は
、
同
年

一
一
月
一
七
日
に
被
告
銀
行
、
被
告
銀
行
東
京
支
店
長
で
あ
っ
た
分
離
前
相
被
告
人
《
乙
５
》、
同

支
店
法
令
遵
守
部
門
責
任
者
で
あ
っ
た
《
乙
６
》
及
び
同
支
店
人
事
・
総
務
部
長
で
あ
っ
た
《
乙

３
》
な
ど
を
検
査
忌
避
に
よ
る
銀
行
法
違
反
に
よ
り
警
視
庁
に
告
発
し
、
検
察
官
は
、
同
年
一
二

月
八
日
、
検
査
忌
避
に
よ
る
銀
行
法
違
反
に
よ
り
、
被
告
銀
行
及
び
分
離
前
相
被
告
人
《
乙
５
》

に
対
し
公
訴
を
提
起
し
た
。

 

 
以
上
の
事
実
に
よ
れ
ば
、
被
告
銀
行
は
、
検
査
忌
避
に
よ
る
銀
行
法
違
反
な
ど
に
よ
り
、
東
京

支
店
の
免
許
取
消
処
分
を
受
け
た
後
、
検
査
忌
避
に
よ
る
銀
行
法
違
反
に
よ
り
本
件
公
訴
の
提
起

が
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
が
、
被
告
銀
行
が
受
け
た
免
許
取
消
処
分
が
重
い
か
ら
と
い
っ
て
、

検
察
官
の
公
訴
提
起
が
何
ら
か
の
制
約
を
受
け
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
上
、
金
融
監
督
庁
や
検

察
官
が
被
告
銀
行
に
対
し
て
免
許
取
消
処
分
に
関
し
出
訴
し
な
い
よ
う
に
働
き
か
け
、
だ
ま
し
討

ち
で
本
件
公
訴
を
提
起
し
た
よ
う
な
事
実
は
な
く
、
ま
た
、
銀
行
法
六
四
条
の
両
罰
規
定
が
被
告

銀
行
に
対
し
て
適
用
し
得
る
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
の
と
お
り
で
あ
り
、
そ
し
て
、
検
察
官
の
裁

量
権
の
逸
脱
が
公
訴
の
提
起
を
無
効
な
ら
し
め
る
場
合
の
あ
り
う
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
公
訴
提
起
自
体
が
職
務
犯
罪
を
構
成
す
る
よ
う
な
極
限
的
な
場
合

に
限
ら
れ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
公
訴
提
起
に
違
法
な
点
は
な
く
、
検
察
官

の
裁
量
権
の
逸
脱
が
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
弁
護
人
の
公
訴
権

濫
用
の
主
張
は
失
当
で
あ
る
。

 

２
 
起
訴
状
謄
本
の
不
送
達
の
主
張
に
つ
い
て

 

 
弁
護
人
は
、
ま
た
、
起
訴
状
謄
本
の
送
達
に
つ
い
て
も
、
本
件
起
訴
状
謄
本
の
送
達
は
被
告
銀

行
の
東
京
支
店
の
清
算
人
に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
が
、
東
京
支
店
の
清
算
人
は
、
訴
訟
手
続
に
関

し
被
告
銀
行
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
と
な
り
得
る
わ
け
が
な
い
の
で
あ
り
、
本
件
送
達
は
違
法

で
あ
る
が
、
被
告
銀
行
は
、
道
義
的
な
観
点
か
ら
、
本
件
起
訴
状
謄
本
送
達
に
敢
え
て
異
議
を
唱

え
ず
、
弁
護
人
を
選
任
し
、
代
理
人
を
指
定
し
て
、
本
件
裁
判
を
受
け
て
い
る
が
、
本
件
公
訴
提

起
の
適
・
不
適
の
判
断
に
つ
い
て
、
こ
の
点
も
斟
酌
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

 

 
そ
こ
で
、
検
討
す
る
に
、
商
法
四
七
九
条
、
七
八
条
一
項
に
よ
り
、
外
国
会
社
は
日
本
で
継
続

し
て
取
引
を
す
る
場
合
は
日
本
に
お
け
る
代
表
者
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
、
日
本
に
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お
け
る
代
表
者
は
当
該
外
国
会
社
の
営
業
に
関
す
る
一
切
の
裁
判
上
又
は
裁
判
外
の
行
為
を
な

す
権
限
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
被
告
銀
行
は
、
外
国
の
法
令
に
準
拠
し
て
外

国
に
お
い
て
銀
行
業
を
営
む
外
国
の
株
式
会
社
で
あ
り
、
東
京
支
店
を
設
け
て
日
本
に
お
け
る
銀

行
業
の
免
許
を
取
得
し
、
東
京
支
店
の
代
表
者
を
日
本
に
お
け
る
代
表
者
と
定
め
て
登
記
手
続
を

し
（
甲
四
）、
営
業
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
東
京
支
店
に
係
る
銀
行
業
の
免
許
取
消
処
分
を
受

け
、
平
成
一
一
年
一
一
月
三
〇
日
に
取
消
処
分
の
効
力
が
発
生
し
て
、
東
京
支
店
の
清
算
手
続
が

開
始
さ
れ
、
裁
判
所
に
よ
り
東
京
支
店
の
清
算
人
が
選
任
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
外
国
銀
行
支
店

の
清
算
人
は
、
銀
行
法
五
一
条
三
項
に
よ
り
準
用
さ
れ
る
商
法
四
三
〇
条
一
項
、
一
二
四
条
一
項
、

二
項
に
よ
り
、
職
務
に
関
す
る
一
切
の
裁
判
上
又
は
裁
判
外
の
行
為
を
な
す
権
限
を
有
す
る
と
規

定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
商
法
、
銀
行
法
の
諸
規
定
の
法
意
を
勘
案
す
れ
ば
、
外
国
銀
行
支
店
の

清
算
人
は
、
支
店
の
清
算
手
続
中
、
外
国
銀
行
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
と
解
す
る
の
が

相
当
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
被
告
銀
行
の
東
京
支
店
の
清
算
人
は
、
被
告

銀
行
に
対
す
る
本
件
起
訴
状
謄
本
の
送
達
を
受
け
る
権
限
を
有
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、

被
告
銀
行
東
京
支
店
の
清
算
人
に
送
達
さ
れ
た
本
件
起
訴
状
謄
本
送
達
の
手
続
は
有
効
で
あ
っ

て
、
弁
護
人
の
主
張
は
失
当
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

二
 
無
罪
主
張
に
つ
い
て

 

 
弁
護
人
は
、
銀
行
法
六
四
条
の
両
罰
規
定
で
処
罰
さ
れ
る
対
象
は
、
被
告
銀
行
自
体
で
は
な
く
、

被
告
銀
行
東
京
支
店
で
あ
る
と
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
銀
行
は
無
罪
で
あ
る
と
主
張

す
る
。
す
な
わ
ち
、
銀
行
法
四
七
条
一
項
、
二
項
は
、
外
国
の
法
令
に
準
拠
し
て
外
国
に
お
い
て

銀
行
業
を
営
む
外
国
銀
行
が
、
日
本
に
支
店
を
設
け
て
日
本
に
お
い
て
銀
行
業
を
営
も
う
と
す
る

と
き
は
、
支
店
の
代
表
者
を
定
め
て
銀
行
業
の
免
許
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
免
許
を
受

け
た
と
き
は
、
免
許
に
係
る
支
店
を
銀
行
と
み
な
し
、
支
店
の
代
表
者
を
支
店
の
取
締
役
と
み
な

し
て
、
銀
行
法
を
適
用
す
る
と
し
た
上
、
同
条
二
項
た
だ
し
書
に
お
い
て
、
銀
行
と
み
な
さ
れ
る

支
店
へ
の
適
用
を
除
外
す
る
銀
行
法
の
各
条
文
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
銀
行
法
六
四
条
の
両
罰
規

定
は
適
用
を
除
外
す
る
各
条
文
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
銀
行
法
六
四
条
の
両
罰
規
定
は
、

銀
行
と
み
な
さ
れ
る
支
店
に
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
外
国
銀
行
自
体
に
は
適
用
さ
れ
な
い
旨
主

張
す
る
の
で
、
検
討
す
る
。

 

 
銀
行
法
四
七
条
二
項
本
文
に
よ
り
免
許
を
受
け
た
外
国
銀
行
の
支
店
が
銀
行
と
み
な
さ
れ
る

結
果
、「
銀
行
は
」
と
い
う
文
言
で
始
ま
る
銀
行
法
の
条
文
や
「
銀
行
」
を
規
制
対
象
に
し
て
い
る

銀
行
法
の
条
文
は
全
て
、
外
国
銀
行
の
支
店
に
も
適
用
が
あ
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
余
地
が
生
じ
て

く
る
が
、
こ
れ
ら
規
定
の
中
に
は
、
外
国
銀
行
の
支
店
の
性
質
上
、
ど
う
し
て
も
適
用
に
な
じ
ま

な
い
規
定
、
例
え
ば
、
資
本
の
額
（
五
条
）
に
つ
い
て
は
、
支
店
に
は
資
本
の
概
念
は
な
く
、
商

号
（
六
条
）
に
つ
い
て
は
、
外
国
銀
行
自
体
の
話
で
あ
っ
て
支
店
の
話
で
は
な
く
、
ま
た
、
支
店

に
は
、
子
会
社
、
合
併
、
解
散
の
概
念
は
な
い
の
に
、
子
会
社
、
合
併
、
解
散
な
ど
に
関
連
す
る

規
定
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
銀
行
法
四
七
条
二
項
た
だ
し
書
に
よ
り
、
明
示
的
に
外
国
銀
行
の
支

店
に
適
用
す
る
余
地
の
な
い
諸
規
定
を
適
用
除
外
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
銀
行

法
六
四
条
の
両
罰
規
定
は
、「
法
人
（
法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る

も
の
を
含
む
。）
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ

の
法
人
又
は
人
の
業
務
又
は
財
産
に
関
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き

は
、
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
に
対
し
て
当
該
各
号
に
定
め
る
罰
金
刑
を
、
そ
の

人
に
対
し
て
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、「
法
人
」
と
い
う
文
言
で
始

ま
る
条
文
で
あ
っ
て
、「
銀
行
」
と
い
う
文
言
で
始
ま
る
条
文
で
は
な
い
か
ら
、
規
定
の
文
言
か
ら

し
て
、
銀
行
と
み
な
さ
れ
る
支
店
に
適
用
が
あ
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
余
地
の
な
い
規
定
で
あ
り
、

銀
行
法
四
七
条
二
項
た
だ
し
書
に
お
い
て
、
言
及
す
る
に
及
ば
な
か
っ
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相

当
で
あ
り
、
同
条
項
た
だ
し
書
に
お
い
て
、
適
用
除
外
の
条
文
に
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
も
っ

て
、
銀
行
法
六
四
条
の
両
罰
規
定
の
処
罰
の
対
象
は
、
外
国
銀
行
の
支
店
で
あ
っ
て
、
外
国
銀
行

自
体
で
は
な
い
と
解
す
る
の
は
相
当
で
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

 

 
と
こ
ろ
で
、
銀
行
法
四
七
条
二
項
が
、
免
許
を
受
け
た
支
店
を
銀
行
と
み
な
し
て
、
銀
行
法
を

適
用
す
る
こ
と
と
し
た
の
は
、
国
内
に
本
店
の
存
在
し
な
い
外
国
銀
行
に
つ
い
て
は
、
本
店
に
対

す
る
直
接
の
監
督
が
及
ば
な
い
こ
と
か
ら
、
国
内
で
営
業
活
動
を
す
る
外
国
銀
行
の
支
店
を
直
接

規
制
す
る
た
め
に
銀
行
と
み
な
す
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
外
国
銀
行
の
支
店
に
対
し
て
法

人
格
を
付
与
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
そ
し
て
、
銀
行
法
六
四
条
の
両

罰
規
定
は
、
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
（
法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又
は
管
理

人
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
含
む
。）
に
対
し
て
罰
金
刑
を
科
す
る
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
，

被
告
銀
行
は
外
国
会
社
で
あ
っ
て
法
人
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
被
告
銀
行
東
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京
支
店
は
、
独
立
し
て
法
人
格
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
被
告
銀
行
の
組
織
の
一
部
で

あ
る
以
上
、
法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
と
し
て
法
人
に
含
ま

れ
る
と
解
す
る
こ
と
も
相
当
で
は
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
銀
行
法
が
四
七
条
一
項
、
二
項
、
四
条

一
項
な
ど
の
諸
規
定
に
よ
り
、
外
国
銀
行
自
体
を
日
本
に
お
け
る
営
業
の
主
体
、
免
許
の
取
得
主

体
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
照
ら
し
て
も
、
銀
行
法
六
四
条
の
両
罰
規
定
の
対
象
は
外
国

銀
行
自
体
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
に
不
合
理
な
点
は
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
し
た
が
っ
て
、
銀
行
法
六
四
条
の
両
罰
規
定
の
対
象
は
、
被
告
銀
行
東
京
支
店
で
は
な
く
、
被

告
銀
行
自
体
で
あ
る
と
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
弁
護
人
の
主
張
は
失
当
で
あ
る
。
 

 

（
法
令
の
適
用
）

 

 
被
告
銀
行
の
判
示
所
為
は
、
銀
行
法
六
四
条
一
項
二
号
（
刑
法
六
〇
条
、
銀
行
法
六
三
条
三
号
）

に
該
当
す
る
の
で
、
そ
の
所
定
金
額
の
範
囲
内
で
被
告
人
を
罰
金
四
〇
〇
〇
万
円
に
処
し
、
訴
訟

費
用
の
う
ち
証
人
《
乙
３
》
に
支
給
し
た
分
は
、
刑
訴
法
一
八
一
条
一
項
本
文
に
よ
り
こ
れ
を
被

告
銀
行
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。

 

（
量
刑
の
事
情
）

 

 
本
件
は
、
外
国
銀
行
で
あ
る
被
告
銀
行
の
東
京
支
店
に
お
い
て
、
支
店
長
《
乙
５
》
が
、
法
令

遵
守
部
門
責
任
者
《
乙
６
》
及
び
人
事
・
総
務
部
長
《
乙
３
》
と
共
謀
し
て
、
金
融
監
督
庁
検
査

部
の
立
入
検
査
に
際
し
、
証
券
関
連
業
務
書
類
を
隠
匿
す
る
た
め
、
そ
れ
を
保
管
し
て
い
た
二
七

階
倉
庫
を
省
い
た
見
取
図
を
検
査
官
に
提
出
し
、
二
七
階
倉
庫
が
被
告
銀
行
東
京
支
店
の
使
用
す

る
倉
庫
で
は
な
い
旨
の
虚
偽
の
答
弁
を
し
て
、
検
査
を
忌
避
し
た
と
い
う
銀
行
法
違
反
の
事
案
で

あ
る
。

 

 
被
告
銀
行
東
京
支
店
の
《
乙
５
》
ら
支
店
幹
部
は
、
同
支
店
の
保
管
し
て
い
る
証
券
関
連
業
務

書
類
を
検
査
官
に
開
示
す
る
と
、
同
支
店
が
証
券
取
引
法
な
ど
に
違
反
す
る
営
業
を
行
っ
て
い
る

と
認
定
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
外
資
系
金
融
機
関
に
対
す
る
金
融
監
督
庁
の
検
査

が
実
施
さ
れ
る
旨
の
報
道
を
知
る
と
、
同
支
店
内
部
で
対
策
を
立
て
、
本
件
犯
行
に
及
ん
だ
も
の

で
あ
る
が
、
犯
行
態
様
は
計
画
的
、
組
織
的
で
あ
り
、
ま
た
、
金
融
監
督
庁
が
立
入
検
査
を
開
始

し
て
か
ら
約
一
か
月
も
の
間
、
証
券
関
連
業
務
書
類
を
秘
匿
し
続
け
て
、
検
査
の
円
滑
な
遂
行
を

著
し
く
阻
害
し
た
こ
と
な
ど
に
か
ん
が
み
る
と
、
犯
情
は
悪
質
で
あ
っ
て
、
厳
し
く
非
難
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
も
っ
と
も
、
弁
護
人
は
、
本
件
は
、
法
令
遵
守
部
門
責
任
者
の
《
乙
６
》
の
愚
か
な
突
発
的
な

行
動
に
端
を
発
し
た
偶
発
的
な
事
案
に
す
ぎ
ず
、
組
織
的
な
暗
黙
の
意
思
の
連
絡
に
基
づ
く
、
事

前
に
準
備
さ
れ
た
被
告
銀
行
東
京
支
店
ぐ
る
み
の
犯
行
で
は
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
同
支
店
で

は
、
外
資
系
金
融
機
関
に
対
し
て
金
融
監
督
庁
の
検
査
が
実
施
さ
れ
る
旨
の
報
道
が
さ
れ
た
こ
と

を
知
り
、
法
令
遵
守
部
門
の
責
任
者
《
乙
６
》
を
中
心
に
、
検
査
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
二
七
階

倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
証
券
関
連
業
務
書
類
な
ど
の
書
類
は
検
査
官
に
開
示
し
な
い
こ
と
に

す
る
な
ど
、
判
示
の
と
お
り
、《
乙
５
》
を
含
め
同
支
店
幹
部
ら
を
交
え
て
事
前
に
対
策
を
立
て
て

い
た
の
で
あ
り
、
検
査
は
予
告
な
し
に
行
わ
れ
た
た
め
、
不
意
を
突
か
れ
た
点
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、《
乙
６
》
は
、
対
策
ど
お
り
、
検
査
初
日
の
一
月
二
〇
日
に
、
検
査
官
に
対
し
、
二
七
階
倉
庫

が
省
か
れ
た
見
取
図
を
提
出
し
、
二
七
階
倉
庫
は
ビ
ル
の
共
用
ス
ペ
ー
ス
で
あ
り
、
被
告
銀
行
東

京
支
店
と
は
一
切
関
係
が
な
い
旨
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
日
の
う
ち
に
、

《
乙
５
》
に
二
七
階
倉
庫
に
関
し
虚
偽
答
弁
を
し
た
こ
と
を
告
げ
た
が
、《
乙
５
》
は
「
あ
あ
、
そ

う
。
言
わ
な
か
っ
た
の
。
ま
あ
、
あ
そ
こ
は
ね
え
。」
と
言
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
ま
た
、
口
裏
合
わ

せ
の
周
知
徹
底
の
た
め
、《
乙
６
》
に
頼
ま
れ
た
《
乙
３
》
が
同
支
店
幹
部
ら
関
係
者
多
数
に
対
し

て
、
二
七
階
倉
庫
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
ら
、
そ
れ
は
ビ
ル
の
共
用
部
分
に
属
し
、
我
々
の
賃
借

し
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
知
ら
な
い
旨
答
え
る
よ
う
に
と
の
指
示
を
Ｅ

メ
ー
ル
で
流
し
、

 

さ
ら
に
、
初
日
の
検
査
終
了
後
に
検
査
対
応
に
つ
い
て
《
乙
５
》
も
同
席
し
て
行
わ
れ
た
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
に
お
い
て
、《
乙
６
》
は
、
各
営
業
員
や
各
部
門
長
に
対
し
て
、《
乙
３
》
が
Ｅ
メ
ー
ル
を

出
し
て
い
る
よ
う
に
、
検
査
官
に
は
、
二
七
階
倉
庫
を
共
用
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
説
明
し
て
い
る
か

ら
、
検
査
期
間
中
は
開
け
た
り
す
る
こ
と
は
し
な
い
よ
う
に
と
直
接
伝
え
る
な
ど
し
た
際
に
、
虚

偽
答
弁
を
し
た
こ
と
を
批
判
す
る
よ
う
な
意
見
を
言
っ
た
者
は
い
な
い
の
で
あ
り
、
加
え
て
、
そ

の
日
の
夜
遅
く
、《
乙
５
》
は
《
乙
３
》
に
指
示
し
て
、
二
七
階
倉
庫
に
保
管
し
て
あ
っ
た
証
券
関

連
業
務
書
類
な
ど
の
書
類
を
地
下
倉
庫
に
移
動
さ
せ
て
お
り
、
こ
れ
ら
事
情
に
か
ん
が
み
れ
ば
、

本
件
は
、
支
店
ぐ
る
み
の
計
画
的
、
組
織
的
な
犯
行
で
あ
っ
て
、
弁
護
人
の
い
う
よ
う
な
、《
乙

６
》
ひ
と
り
の
突
発
的
な
行
動
に
端
を
発
し
た
偶
発
的
な
事
案
で
あ
る
と
は
到
底
い
え
な
い
。
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し
た
が
っ
て
、
被
告
銀
行
の
刑
事
責
任
は
重
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
本
件
犯
行
に
関
わ

る
東
京
支
店
の
免
許
取
消
処
分
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
諸
事
情
を
考
慮
し
て
も
、
主
文
掲
記

の
刑
に
処
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

 

 
よ
っ
て
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

 

平
成
一
三
年
三
月
八
日

 

東
京
地
方
裁
判
所
刑
事
第
一
二
部

 

裁
判
長
裁
判
官
 
小
倉
正
三
 
裁
判
官
 
森
本
加
奈
 
裁
判
官
 
野
澤
晃
一

 

銀
行
法
違
反
被
告
事
件

 

東
京
地
方
裁
判
所
平
成
一
一
年
（
特
わ
）
第
四
二
五
九
号

 

平
成
一
三
年
三
月
八
日
刑
事
第
一
二
部
判
決

 

 
 
 
 
 
 
 
判
 
 
 
決

 

会
社
役
員
 
Ａ
 
昭
和
二
八
年
○
月
○
日
生

 

 
右
の
者
に
対
す
る
銀
行
法
違
反
被
告
事
件
に
つ
い
て
、
当
裁
判
所
は
、
検
察
官
中
條
隆
二
、
河

原
誉
子
出
席
の
上
審
理
し
、
次
の
と
お
り
判
決
す
る
。

 

 
 
 
 
 
 
 
主
 
 
 
文

 

被
告
人
を
懲
役
四
月
に
処
す
る
。

 

こ
の
裁
判
確
定
の
日
か
ら
二
年
間
右
刑
の
執
行
を
猶
予
す
る
。

 

訴
訟
費
用
は
被
告
人
の
負
担
と
す
る
。

 

 
 
 
 
 
 
 
理
 
 
 
由

 

（
罪
と
な
る
べ
き
事
実
）

 

（
以
下
、
銀
行
法
は
平
成
一
一
年
法
律
第
一
六
〇
号
に
よ
る
改
正
前
の
銀
行
法
を
指
す
。）

 

 
被
告
人
は
、
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
ロ
ン
ド
ン
市
に
本
店

を
置
き
、
外
国
の
法
令
に
準
拠
し
て
外
国
に
お
い
て
銀
行
業
を
営
む
外
国
銀
行
で
あ
る
・
東
京
都

港
区
α
×
丁
目
×
番
×
号
β
ビ
ル
二
七
階
に
東
京
支
店
を
設
け
て
、
日
本
に
お
い
て
免
許
を
受
け

て
銀
行
業
を
営
ん
で
い
た
分
離
前
相
被
告
人
Ｂ
社
（
変
更
後
の
商
号
Ｃ
社
、
以
下
、
単
に
「
分
離

前
相
被
告
銀
行
」
と
い
う
。）
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
と
と
も
に
そ
の
東
京
支
店
長
と

し
て
同
支
店
の
業
務
全
般
を
掌
理
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
支
店
法
令
遵
守
部
門
責
任
者
の

Ｄ
（
以
下
、「
Ｄ
」
と
い
う
。）
及
び
同
支
店
人
事
・
総
務
部
長
の
Ｅ
（
以
下
、「
Ｅ
」
と
い
う
。）

と
共
謀
の
上
、
分
離
前
相
被
告
銀
行
の
業
務
に
関
し
、
金
融
監
督
庁
長
官
が
銀
行
法
二
五
条
及
び

五
九
条
一
項
に
基
づ
き
平
成
一
一
年
一
月
二
〇
日
か
ら
同
年
六
月
一
六
日
ま
で
の
間
に
実
施
し

た
同
支
店
に
対
す
る
金
融
監
督
庁
検
査
部
の
立
入
検
査
に
際
し
、
同
支
店
の
仕
組
債
な
ど
に
関
す

る
証
券
関
連
業
務
書
類
を
開
示
す
る
と
、
同
支
店
が
証
券
取
引
法
な
ど
に
違
反
す
る
営
業
を
行
っ

て
い
る
と
認
定
さ
れ
、
何
ら
か
の
行
政
処
分
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
同
年
一
月
二
〇

日
、
検
査
官
か
ら
の
同
支
店
内
見
取
図
の
提
出
要
求
に
対
し
、
同
支
店
の
証
券
関
連
業
務
書
類
を

保
管
し
て
い
た
β
ビ
ル
二
七
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
脇
の
倉
庫
（
以
下
、
単
に
「
二
七
階
倉
庫
」
と

い
う
。）
を
省
い
て
作
成
し
た
見
取
図
を
検
査
官
に
提
出
し
、
ま
た
、
検
査
官
に
対
し
、
二
七
階
倉

庫
は
同
ビ
ル
の
共
用
施
設
で
あ
り
同
支
店
が
使
用
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
旨
嘘
を
つ
き
、
さ
ら

に
、
二
七
階
倉
庫
に
保
管
し
て
い
た
右
証
券
関
連
業
務
書
類
を
同
ビ
ル
地
下
倉
庫
に
移
動
し
て
隠

匿
し
、
そ
の
後
も
検
査
官
か
ら
再
三
に
わ
た
り
同
支
店
で
作
成
し
て
保
管
す
る
書
類
全
部
の
提
出

を
要
求
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
右
証
券
関
連
業
務
書
類
の
存
在
に
つ
い
て
同
年
二
月
二
三
日

ま
で
検
査
官
に
対
し
て
秘
匿
し
続
け
る
な
ど
し
、
も
っ
て
、
立
入
検
査
の
職
員
の
質
問
に
対
し
て

虚
偽
の
答
弁
を
し
、
か
つ
、
同
検
査
を
忌
避
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

（
証
拠
の
標
目
）《
略
》

 

（
弁
護
人
の
主
張
に
対
す
る
判
断
）

 

 
弁
護
人
は
、
判
示
銀
行
法
違
反
の
事
実
の
う
ち
、〔
１
〕
検
査
官
か
ら
の
同
支
店
内
見
取
図
の
提

出
要
求
に
対
し
、
Ｄ
に
お
い
て
、
二
七
階
倉
庫
を
省
い
て
作
成
し
た
見
取
図
を
検
査
官
に
提
出
し

た
こ
と
、
ま
た
、〔
２
〕
Ｄ
に
お
い
て
、
検
査
官
に
対
し
、
二
七
階
倉
庫
は
ビ
ル
の
共
用
施
設
で
あ
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り
分
離
前
相
被
告
銀
行
東
京
支
店
が
使
用
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
旨
嘘
を
つ
い
た
こ
と
に
つ

い
て
，
い
ず
れ
の
場
合
も
被
告
人
は
Ｄ
と
共
謀
し
た
こ
と
は
な
い
の
で
、
無
罪
で
あ
る
旨
主
張
し
、

被
告
人
も
当
公
判
廷
に
お
い
て
、
右
主
張
に
沿
う
供
述
を
す
る
の
で
、
検
討
す
る
。

 

一
 
被
告
人
の
検
察
官
調
書
（
乙
二
、
三
、
五
）、
証
人
Ｄ
の
証
言
、
Ｄ
の
検
察
官
調
書
（
甲
二
三
、

二
四
、
二
六
。
各
不
同
意
部
分
を
除
く
。）、

分
離
前
相
被
告
銀
行
事
件
の
第
四
回
公
判
調
書
中
の

Ｅ
の
証
言
調
書
謄
本
（
甲
五
六
）、
Ｅ
の
検
察
官
調
書
（
甲
二
九
、
三
〇
。
各
不
同
意
部
分
を
除

く
。）、

Ｆ
の
検
察
官
調
書
（
甲
四
四
。
不
同
意
部
分
を
除
く
。）
な
ど
の
関
係
各
証
拠
に
よ
れ
ば
、

次
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。
 

 

１
 
分
離
前
相
被
告
銀
行
は
、
東
京
都
港
区
α
×
丁
目
×
番
×
号
β
ビ
ル
二
七
階
に
東
京
支
店
を

設
け
て
、
日
本
に
お
い
て
免
許
を
受
け
て
銀
行
業
を
営
む
こ
と
に
な
っ
た
が
、
分
離
前
相
被
告
銀

行
東
京
支
店
の
発
足
に
当
た
り
、
同
じ
金
融
グ
ル
ー
プ
の
Ｇ
会
社
（
以
下
、
単
に
「
Ｇ
証
券
」
と

い
う
。）
東
京
支
店
の
金
融
商
品
開
発
部
の
部
長
で
あ
っ
た
被
告
人
が
支
店
長
と
な
り
、
Ｇ
証
券

東
京
支
店
の
金
融
商
品
開
発
部
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
の
ま
ま
中
核
と
な
っ
て
、
平
成
九
年
四
月
一
五

日
に
営
業
を
開
始
し
た
。
Ｇ
証
券
東
京
支
店
の
金
融
商
品
開
発
部
で
は
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
を
債
券
と
し
て
商
品
化
し
た
仕
組
債
の
開
発
や
販
売
を
中
心
業
務
と
し
て
い

た
の
で
あ
り
、
被
告
人
は
、
仕
組
債
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
儲
け
が
大
き
い
の
で
、
分
離
前
相
被
告
銀

行
東
京
支
店
の
発
足
後
も
、
仕
組
債
ビ
ジ
ネ
ス
を
継
続
し
て
行
い
た
い
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、

当
時
の
法
制
下
で
は
、
銀
行
と
証
券
会
社
と
の
業
務
は
区
別
さ
れ
、
銀
行
が
証
券
業
務
を
行
う
こ

と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
フ
ァ
イ
ア
ー
・
ウ
ォ
ー
ル
違
反
」（
銀
行
業
と
証
券
業
の
分
離
規
制
違
反
）
と

し
て
証
券
取
引
法
、
銀
行
法
な
ど
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
分
離
前
相
被
告
銀

行
東
京
支
店
が
仕
組
債
を
販
売
す
る
こ
と
は
銀
行
に
は
許
さ
れ
て
い
な
い
有
価
証
券
の
販
売
を

行
う
こ
と
に
な
り
、
証
券
取
引
法
違
反
と
な
る
た
め
、
被
告
人
は
、
そ
の
対
策
を
検
討
し
、
仕
組

債
の
開
発
業
務
は
分
離
前
相
被
告
銀
行
東
京
支
店
で
行
い
、
そ
の
販
売
業
務
は
分
離
前
相
被
告
銀

行
本
店
や
Ｇ
証
券
東
京
支
店
に
委
託
す
る
と
い
う
方
法
を
採
用
し
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
仕

組
債
と
い
う
も
の
は
、
類
型
化
、
規
格
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
顧
客
と
頻
繁
に
話
合
い
、
顧

客
の
要
望
に
従
っ
て
、
一
本
一
本
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
内
容
の
債
券
を
作
っ
て
行
く
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
そ
の
内
容
を
確
定
す
る
ま
で
の
開
発
業
務
が
仕
事
の
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
そ
の
後
の
販
売
業

務
は
、
裁
量
の
余
地
の
な
い
形
式
的
、
事
務
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
Ｇ
証
券
東
京
支
店
の

Ｈ
支
店
長
や
法
務
部
の
社
内
弁
護
士
Ｉ
ら
は
、
Ｇ
証
券
東
京
支
店
が
何
も
関
与
し
て
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
関
与
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
装
う
こ
と
に
は
難
色
を
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
最

終
的
に
は
、
Ｇ
証
券
が
折
れ
て
、
分
離
前
相
被
告
銀
行
東
京
支
店
は
、
仕
組
債
の
販
売
に
よ
る
収

益
の
二
％
を
Ｇ
証
券
東
京
支
店
に
支
払
い
、
仕
組
債
の
販
売
に
際
し
て
Ｇ
証
券
の
名
前
を
借
り
て

仕
組
債
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
被
告
人
は
、
書
類
の
分
別
保
管
に
つ
い
て

意
を
用
い
、（
１
）
通
常
の
銀
行
業
務
に
関
す
る
書
類
、（
２
）
守
秘
義
務
契
約
に
関
す
る
書
類
、

（
３
）
仕
組
債
な
ど
に
関
す
る
証
券
関
連
業
務
書
類
の
三
種
類
に
書
類
を
分
類
す
る
こ
と
を
指
示

し
、
当
初
は
、
守
秘
義
務
契
約
に
関
す
る
書
類
だ
け
を
、
分
離
前
相
被
告
銀
行
東
京
支
店
内
で
は

な
い
、
二
七
階
倉
庫
に
保
管
し
、
証
券
関
連
業
務
書
類
は
分
離
前
相
被
告
銀
行
東
京
支
店
内
の
キ

ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
保
管
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
法
務
部
の
社
内
弁
護
士
か
ら
、
証
券
関
連
業
務
書
類

を
分
離
前
相
被
告
銀
行
東
京
支
店
内
に
置
く
こ
と
は
、
分
離
前
相
被
告
銀
行
東
京
支
店
の
証
券
関

連
業
務
書
類
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
、
フ
ァ
イ
ア
ー
・
ウ
ォ
ー
ル
違
反
を
犯
し
て
い
る
と
認
定
さ
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
理
由
か
ら
反
対
が
あ
り
、
Ｇ
証
券
東
京
支
店
に
置
か
せ
て
も
ら
う
よ
う
に

と
の
指
示
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
Ｇ
証
券
東
京
支
店
内
に
証
券
関
連
業
務
書
類
を
置
く
こ
と
は
同

支
店
か
ら
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
被
告
人
は
、
証
券
関
連
業
務
書
類
を
二
七
階
倉
庫
に
保
管

す
る
こ
と
に
し
た
。

 

２
 
Ｄ
は
、
分
離
前
相
被
告
銀
行
東
京
支
店
の
法
令
遵
守
部
門
の
責
任
者
で
あ
っ
た
が
、
平
成
一

〇
年
一
二
月
一
八
日
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
で
、「
外
資
系
金
融
機
関
に
対
し
て
金
融
監
督
庁
の

検
査
が
実
施
さ
れ
る
。」
旨
の
報
道
が
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
検
査
が
実
施
さ
れ
た
場
合
に
は
、
法

令
遵
守
部
門
の
責
任
者
と
し
て
対
応
の
窓
口
と
な
る
た
め
、
そ
れ
に
備
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

し
て
、
Ｄ
は
、
同
月
二
一
日
こ
ろ
に
、
支
店
長
室
に
お
い
て
、
被
告
人
を
交
え
て
、
Ｊ
経
理
部
長
、

Ｋ
金
融
法
人
部
長
、
Ｌ
事
業
法
人
部
長
、
金
融
法
人
部
の
Ｍ
な
ど
が
集
ま
っ
て
、
検
査
対
策
に
つ

い
て
話
し
合
い
を
持
っ
た
が
、
そ
の
席
で
、
守
秘
義
務
契
約
に
関
す
る
書
類
を
ど
う
す
る
か
、
見

せ
ら
れ
る
書
類
と
見
せ
ら
れ
な
い
書
類
に
つ
い
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
考
え
る
か
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
う
う
ち
、
Ｍ
が
、「
う
ち
に
は
サ
テ
ィ
ア
ン
が
あ
る
か
ら
ね
。」
と
い
う
こ
と
を
言
い
、
そ

れ
を
聞
い
た
被
告
人
が
、「
あ
そ
こ
は
ま
ず
い
ん
だ
よ
ね
。」
と
言
っ
た
。
Ｄ
は
、
以
前
に
営
業
部

員
か
ら
二
七
階
倉
庫
が
オ
ウ
ム
真
理
教
教
団
で
建
物
を
意
味
す
る
サ
テ
ィ
ア
ン
と
呼
ば
れ
て
い

る
と
聞
き
、
隠
し
部
屋
と
な
っ
て
い
わ
ゆ
る
灰
色
の
取
引
に
当
た
る
営
業
関
係
書
類
が
保
管
さ
れ
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て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
被
告
人
の
「
あ
そ
こ
は
ま
ず
い
ん
だ
よ
ね
。」

と
の
発
言
を
聞
い
て
、
検
査
が
入
っ
た
場
合
に
は
、
二
七
階
倉
庫
の
中
に
あ
る
書
類
は
検
査
官
に

開
示
で
き
な
い
と
の
気
持
ち
を
被
告
人
が
持
っ
て
い
る
と
の
認
識
を
持
っ
た
。
そ
し
て
、
検
査
の

際
に
は
、
分
離
前
相
被
告
銀
行
東
京
支
店
内
の
見
取
図
を
検
査
官
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
る
が
、
平
成
一
一
年
一
月
四
日
こ
ろ
に
、
人
事
・
総
務
部
長
の
Ｅ
が
準
備
し
て
き
た
β

ビ
ル
二
七
階
の
見
取
図
に
は
、
二
七
階
倉
庫
が
記
載
さ
れ
た
ま
ま
あ
っ
た
の
で
、
Ｄ
は
Ｅ
と
話
し

合
い
、
二
七
階
倉
庫
は
、
分
離
前
相
被
告
銀
行
東
京
支
店
の
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
く
、
ビ
ル
の
共
用

ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
二
七
階
倉
庫
を
省
い
た
見
取
図
を
作
成
す
る
こ
と
に
し

た
が
、
Ｅ
か
ら
は
被
告
人
の
了
解
を
得
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
Ｄ
は
、
そ
の
翌
日
こ
ろ
、

被
告
人
の
了
承
を
得
る
た
め
、
支
店
長
室
に
赴
い
て
被
告
人
に
対
し
、
検
査
の
際
に
は
分
離
前
相

被
告
銀
行
東
京
支
店
内
の
見
取
図
を
検
査
官
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
二
七

階
倉
庫
は
共
用
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
二
七
階
倉
庫
を
省
い
た
見
取
図
を
作
成
し
て
、

検
査
の
際
に
は
提
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
い
で
し
ょ
う
か
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
話
し
た

と
こ
ろ
、
被
告
人
は
、「
あ
の
ス
ト
レ
ー
ジ
（
倉
庫
）
の
こ
と
だ
ね
、
あ
そ
こ
、
出
た
ら
ま
ず
い
ん

だ
よ
ね
。」
と
言
い
、
し
ば
ら
く
の
沈
黙
の
後
、「
そ
れ
で
進
め
て
い
い
よ
。」
と
言
っ
て
、
了
承
し

た
。

 

３
 
Ｄ
は
、
対
策
ど
お
り
、
検
査
初
日
の
一
月
二
〇
日
に
、
検
査
官
に
対
し
二
七
階
倉
庫
が
省
か

れ
た
見
取
図
を
提
出
し
、
検
査
官
に
対
し
二
七
階
倉
庫
は
β
ビ
ル
の
共
用
ス
ペ
ー
ス
で
あ
り
、
分

離
前
相
被
告
銀
行
東
京
支
店
と
は
一
切
関
係
が
な
い
旨
虚
偽
の
答
弁
を
し
て
、
そ
の
日
の
う
ち
に
、

被
告
人
に
二
七
階
倉
庫
に
関
し
虚
偽
答
弁
を
し
た
こ
と
を
告
げ
た
が
、
被
告
人
は
「
あ
あ
、
そ
う
。

言
わ
な
か
っ
た
の
。
ま
あ
、
あ
そ
こ
は
ね
え
。」
と
言
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
ま
た
、
口
裏
合
わ
せ
の

周
知
徹
底
の
た
め
、
Ｄ
に
頼
ま
れ
た
Ｅ
が
同
支
店
幹
部
ら
関
係
者
多
数
に
対
し
て
、
二
七
階
倉
庫

に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
ら
、
そ
れ
は
ビ
ル
の
共
用
部
分
に
属
し
、
我
々
の
賃
借
し
て
い
る
ス
ペ
ー

ス
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
知
ら
な
い
旨
答
え
る
よ
う
に
と
の
趣
旨
の
指
示
を
Ｅ
メ
ー
ル
で

流
し
、
さ
ら
に
、
初
日
の
検
査
終
了
後
に
検
査
対
応
に
つ
い
て
被
告
人
も
同
席
し
て
行
わ
れ
た
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
、
Ｄ
は
、
各
営
業
員
や
各
部
門
長
に
対
し
て
、
Ｅ
メ
ー
ル
を
出
し
て
い
る

よ
う
に
、
検
査
官
に
は
、
二
七
階
倉
庫
を
共
用
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
説
明
し
て
い
る
か
ら
、
検
査
期

間
中
は
開
け
た
り
す
る
こ
と
は
し
な
い
よ
う
に
と
直
接
伝
え
る
な
ど
し
た
際
に
、
虚
偽
答
弁
を
し

た
こ
と
を
批
判
す
る
よ
う
な
意
見
を
言
っ
た
者
は
お
ら
ず
、
加
え
て
、
そ
の
日
の
夜
遅
く
、
被
告

人
は
Ｅ
に
指
示
し
て
、
二
七
階
倉
庫
に
保
管
し
て
あ
っ
た
証
券
関
連
業
務
書
類
な
ど
の
書
類
を
地

下
倉
庫
に
移
動
さ
せ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
翌
週
の
月
曜
か
火
曜
に
、
被
告
人
を
交
え
て
、
Ｊ
経
理

部
長
、
Ｋ
金
融
法
人
部
長
、
Ｌ
事
業
法
人
部
長
、
金
融
法
人
部
の
Ｍ
な
ど
が
集
ま
っ
て
、
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
が
開
か
れ
、
検
査
官
か
ら
守
秘
義
務
契
約
に
関
す
る
書
類
の
提
出
の
要
請
が
厳
し
い
の
で
、

二
七
階
倉
庫
に
つ
い
て
同
支
店
の
倉
庫
で
あ
る
と
打
ち
明
け
た
ら
ど
う
か
と
の
意
見
が
出
た
際
、

被
告
人
自
身
は
「
Ｄ
さ
ん
は
ま
だ
来
た
ば
か
り
で
、
試
用
期
間
中
で
あ
り
、
間
違
っ
て
し
ま
っ
た

と
言
え
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。」
と
い
う
意
見
を
述
べ
た
が
、
Ｄ
が
興
奮
し
て
「
私
を
嘘
つ
き
に

す
る
の
で
す
か
。」
と
言
う
と
、
誰
も
こ
れ
に
対
し
反
論
で
き
な
か
っ
た
。

 

二
 
以
上
の
認
定
事
実
に
よ
れ
ば
、
分
離
前
相
被
告
銀
行
東
京
支
店
の
被
告
人
ら
幹
部
は
、
同
支

店
が
取
扱
う
仕
組
債
ビ
ジ
ネ
ス
が
フ
ァ
イ
ア
ー
・
ウ
ォ
ー
ル
違
反
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
る
お
そ
れ

が
あ
る
の
で
、
対
策
の
話
し
合
い
の
場
で
、
証
券
関
連
業
務
書
類
な
ど
の
書
類
が
保
管
さ
れ
て
い

た
二
七
階
倉
庫
の
話
が
出
た
と
き
、
被
告
人
は
、「
あ
そ
こ
は
ま
ず
い
ん
だ
よ
ね
。」
と
発
言
し
て

お
り
、
被
告
人
の
「
あ
そ
こ
は
ま
ず
い
ん
だ
よ
ね
。」
と
の
発
言
を
聞
い
て
、
Ｄ
は
、
二
七
階
倉
庫

の
中
に
あ
る
書
類
は
開
示
で
き
な
い
と
の
気
持
ち
を
被
告
人
が
持
っ
て
い
る
と
の
認
識
を
持
ち
、

そ
の
後
、
検
査
の
際
に
提
出
す
る
支
店
内
の
見
取
図
に
つ
い
て
、
二
七
階
倉
庫
を
省
い
た
見
取
図

を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
被
告
人
に
対
し
、
二
七
階
倉
庫
は
共
用
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
こ

と
に
し
て
、
二
七
階
倉
庫
を
省
い
た
見
取
図
を
作
成
し
て
、
検
査
の
際
に
は
提
出
し
た
い
と
思
う

が
、
い
い
で
し
ょ
う
か
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
話
し
、
被
告
人
か
ら
そ
の
作
成
の
了
承
を
得
た
こ

と
、
検
査
初
日
の
そ
の
日
の
う
ち
に
、
Ｄ
は
被
告
人
に
二
七
階
倉
庫
に
関
し
虚
偽
答
弁
を
検
査
官

に
し
た
こ
と
を
告
げ
た
が
、
被
告
人
は
「
あ
あ
、
そ
う
。
言
わ
な
か
っ
た
の
。
ま
あ
、
あ
そ
こ
は

ね
え
。」
と
言
っ
た
だ
け
で
、
異
論
を
言
っ
て
い
な
い
こ
と
、
そ
の
翌
週
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
際
に

も
、
被
告
人
が
二
七
階
倉
庫
に
関
す
る
虚
偽
答
弁
は
Ｄ
の
勘
違
い
で
あ
っ
た
こ
と
に
し
よ
う
と
し

て
、
Ｄ
か
ら
反
発
を
受
け
る
と
、
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
人
は
じ
め
同
支
店
幹
部
ら
は
何
も
言
え

な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
右
事
実
に
よ
れ
ば
、
被
告
人
は
、
Ｄ
が
、〔
１
〕
二
七
階
倉
庫

を
省
い
て
作
成
し
た
見
取
図
を
検
査
官
に
提
出
し
た
こ
と
、
ま
た
、〔
２
〕
検
査
官
に
対
し
二
七
階

倉
庫
は
ビ
ル
の
共
用
施
設
で
あ
り
分
離
前
相
被
告
銀
行
東
京
支
店
が
使
用
し
て
い
る
も
の
で
は

な
い
旨
嘘
を
つ
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
Ｄ
と
共
謀
し
て
い
た
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
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弁
護
人
の
主
張
は
失
当
で
あ
る
。

 

三
 
も
っ
と
も
、
被
告
人
は
、
検
察
官
調
書
（
乙
二
）
に
お
い
て
、
Ｄ
か
ら
二
七
階
倉
庫
を
省
い

て
作
成
し
た
見
取
図
を
検
査
官
に
提
出
し
た
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
か
と
い
う
質
問
に
対

し
て
、
記
憶
が
な
い
と
答
え
、
記
憶
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
当
時
ど
う
答
え
た
と
思
う
か
と
質
問

さ
れ
て
、「
仕
組
債
ビ
ジ
ネ
ス
が
フ
ァ
イ
ア
ー
・
ウ
ォ
ー
ル
違
反
と
認
定
さ
れ
る
の
を
避
け
る
た

め
、
二
七
階
倉
庫
に
保
管
し
て
い
た
証
券
関
連
業
務
書
類
に
つ
い
て
は
、
検
査
の
際
に
は
非
開
示

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
了
承
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。」
と
供
述
し
て
い
た

の
に
、
当
公
判
廷
に
お
い
て
は
、
Ｄ
か
ら
二
七
階
倉
庫
を
省
く
見
取
図
の
作
成
に
つ
き
相
談
を
受

け
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
う
旨
明
確
に
否
定
す
る
に
至
り
、
供
述
を
変
遷
さ
せ
て
い
る
が
、
供

述
を
変
遷
さ
せ
た
こ
と
に
つ
き
納
得
の
行
く
説
明
は
な
い
上
、
検
査
初
日
の
翌
週
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
際
に
も
、
被
告
人
は
、
二
七
階
倉
庫
に
関
す
る
虚
偽
答
弁
に
関
し
て
Ｄ
ひ
と
り
の
独
断
で
あ

っ
た
と
言
っ
た
の
で
は
な
く
、
Ｄ
の
勘
違
い
で
あ
っ
た
こ
と
に
し
よ
う
と
し
て
、
Ｄ
か
ら
反
発
を

受
け
る
と
、
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
人
は
何
も
反
論
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
Ｄ
の
証
言
、

Ｅ
の
供
述
な
ど
関
係
各
証
拠
と
被
告
人
の
公
判
供
述
を
対
比
検
討
す
れ
ば
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の

被
告
人
の
公
判
供
述
は
信
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

 

（
法
令
の
適
用
）

 

 
被
告
人
の
判
示
所
為
は
、
刑
法
六
〇
条
、
銀
行
法
六
三
条
三
号
、
六
四
条
一
項
に
該
当
す
る
と

こ
ろ
、
所
定
刑
中
懲
役
刑
を
選
択
し
、
そ
の
所
定
刑
期
の
範
囲
内
で
、
被
告
人
を
懲
役
四
月
に
処

し
、
情
状
に
よ
り
刑
法
二
五
条
一
項
を
適
用
し
て
、
こ
の
裁
判
確
定
の
日
か
ら
二
年
間
右
刑
の
執

行
を
猶
予
し
、
訴
訟
費
用
は
刑
訴
法
一
八
一
条
一
項
本
文
に
よ
り
被
告
人
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
と

す
る
。

 

（
量
刑
の
事
情
）

 

 
本
件
は
、
外
国
銀
行
で
あ
る
分
離
前
相
被
告
銀
行
の
東
京
支
店
長
で
あ
っ
た
被
告
人
が
、
法
令

遵
守
部
門
責
任
者
Ｄ
及
び
人
事
・
総
務
部
長
Ｅ
と
共
謀
し
て
、
金
融
監
督
庁
検
査
部
の
立
入
検
査

に
際
し
、
証
券
関
連
業
務
書
類
を
隠
匿
す
る
た
め
、
そ
れ
を
保
管
し
て
い
た
二
七
階
倉
庫
を
省
い

た
見
取
図
を
検
査
官
に
提
出
し
、
二
七
階
倉
庫
が
分
離
前
相
被
告
銀
行
東
京
支
店
の
使
用
す
る
倉

庫
で
は
な
い
旨
の
虚
偽
の
答
弁
を
し
て
、
検
査
を
忌
避
し
た
と
い
う
銀
行
法
違
反
の
事
案
で
あ
る
。
 

 
被
告
人
ら
東
京
支
店
幹
部
は
、
二
七
階
倉
庫
で
保
管
し
て
い
る
証
券
関
連
業
務
書
類
を
検
査
官

に
開
示
す
る
と
、
同
支
店
が
証
券
取
引
法
な
ど
に
違
反
す
る
営
業
を
行
っ
て
い
る
と
認
定
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
外
資
系
金
融
機
関
に
対
す
る
金
融
監
督
庁
の
検
査
が
実
施
さ
れ
る

旨
の
報
道
を
知
る
と
、
同
支
店
内
部
で
事
前
に
対
策
を
立
て
、
本
件
犯
行
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
る

が
、
犯
行
態
様
は
計
画
的
、
組
織
的
で
あ
り
、
ま
た
、
金
融
監
督
庁
が
立
入
検
査
を
開
始
し
て
か

ら
約
一
か
月
も
の
間
、
二
七
階
倉
庫
の
証
券
関
連
業
務
書
類
を
秘
匿
し
続
け
て
、
検
査
の
円
滑
な

遂
行
を
著
し
く
阻
害
し
て
お
り
、
し
か
も
、
被
告
人
は
、
分
離
前
相
被
告
銀
行
の
日
本
に
お
け
る

代
表
者
で
あ
り
、
責
任
者
の
立
場
に
あ
っ
た
の
に
、
Ｄ
に
検
査
妨
害
を
す
る
に
つ
い
て
、
了
承
を

与
え
て
共
謀
し
、
ま
た
、
自
ら
も
Ｅ
に
指
示
し
て
、
二
七
階
倉
庫
に
保
管
し
て
あ
っ
た
証
券
関
連

業
務
書
類
な
ど
の
書
類
を
地
下
倉
庫
に
移
動
さ
せ
る
な
ど
積
極
的
に
隠
匿
工
作
を
し
て
い
る
こ

と
な
ど
に
か
ん
が
み
る
と
、
犯
情
は
悪
質
で
あ
っ
て
、
厳
し
く
非
難
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
弁
護
人
は
、〔
１
〕
被
告
人
が
二
七
階
倉
庫
に
保
管
し
て
あ
っ
た
証
券
関
連
業
務
書
類
な
ど
の

書
類
を
地
下
倉
庫
に
移
動
さ
せ
た
の
は
、
Ｄ
が
検
査
の
初
日
に
虚
偽
の
申
告
を
し
て
さ
え
い
な
け

れ
ば
決
し
て
あ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
と
か
、〔
２
〕
検
査
初
日
か
ら
約
一
か
月
も
経
っ
た

二
月
二
三
日
ま
で
二
七
階
倉
庫
の
証
券
関
連
業
務
書
類
を
秘
匿
し
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

途
中
で
、
被
告
人
は
、
Ｄ
に
対
し
勘
違
い
を
し
て
共
用
ス
ペ
ー
ス
だ
と
虚
偽
の
申
告
を
し
て
し
ま

っ
た
と
い
う
こ
と
に
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
、
二
七
階
倉
庫
の
存
在
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
Ｄ
が
興
奮
し
て
「
自
分
を
嘘
つ
き
に
す
る
の
か
」
と
述
べ
て
強
く
反
対

し
た
た
め
、
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
か
、〔
３
〕
Ｄ
は
法
令
遵
守
部
門
の
責
任
者

で
あ
り
、
本
件
事
実
の
全
て
に
関
わ
っ
て
い
て
、
い
わ
ば
主
犯
で
あ
る
と
か
言
っ
て
、
Ｄ
ひ
と
り

が
悪
者
で
あ
り
、
被
告
人
の
行
為
の
違
法
性
は
軽
微
で
あ
っ
て
、
罰
金
刑
に
処
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
支
店
で
は
、
外
資
系
金
融
機
関
に
対
し
て
金
融
監
督
庁
の
検
査
が
実

施
さ
れ
る
旨
の
報
道
が
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
Ｄ
を
中
心
に
被
告
人
を
含
め
た
同
支
店
幹
部
ら
は
、

検
査
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
二
七
階
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
証
券
関
連
業
務
書
類
な
ど
の
書
類

は
検
査
官
に
開
示
し
な
い
こ
と
に
す
る
な
ど
、
検
査
に
対
す
る
対
策
を
立
て
て
い
た
の
で
あ
り
、

ま
た
、
被
告
人
は
二
七
階
倉
庫
が
省
か
れ
た
見
取
図
の
作
成
、
提
出
も
了
承
し
て
い
た
の
で
あ
っ

て
、
検
査
が
予
告
な
し
に
行
わ
れ
た
た
め
、
不
意
を
突
か
れ
た
点
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
Ｄ
は
、
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対
策
ど
お
り
、
二
七
階
倉
庫
が
省
か
れ
た
見
取
図
を
提
出
し
、
二
七
階
倉
庫
は
β
ビ
ル
の
共
用
ス

ペ
ー
ス
で
あ
り
、
分
離
前
相
被
告
銀
行
東
京
支
店
と
は
一
切
関
係
が
な
い
旨
虚
偽
の
答
弁
を
し
た

の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
日
の
う
ち
に
、
二
七
階
倉
庫
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
ら
、
そ
れ
は
ビ

ル
の
共
用
部
分
に
属
し
、
我
々
の
賃
借
し
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
知
ら
な

い
旨
答
え
る
よ
う
に
と
の
指
示
を
Ｅ
メ
ー
ル
で
流
し
て
口
裏
合
わ
せ
を
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
事
実
に
か
ん
が
み
る
と
、
本
件
検
査
忌
避
は
、
分
離
前
相
被
告
銀
行
の
日
本
に
お
け
る
代

表
者
で
あ
る
被
告
人
の
了
承
の
も
と
で
敢
行
さ
れ
、
支
店
ぐ
る
み
で
是
認
し
て
い
た
と
認
め
る
の

が
相
当
で
あ
っ
て
、
Ｄ
ひ
と
り
を
悪
者
に
し
て
責
め
、
被
告
人
の
行
為
の
違
法
性
は
軽
微
で
あ
る

と
言
え
る
よ
う
な
事
情
に
は
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
し
た
が
っ
て
、
被
告
人
の
刑
事
責
任
を
軽
く
み
る
こ
と
は
で
き
ず
、
罰
金
刑
に
処
す
べ
き
事
案

で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
主
文
掲
記
の
刑
に
処
す
る
の
を
相
当
と
す
る
。

 

 
よ
っ
て
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

 

平
成
一
三
年
三
月
八
日

 

東
京
地
方
裁
判
所
刑
事
第
一
二
部

 

裁
判
長
裁
判
官
 
小
倉
正
三
 
裁
判
官
 
森
本
加
奈
 
裁
判
官
 
野
澤
晃
一

 



 

平成 16 年 6 月 18 日 

金 融 庁 

 

 

株式会社ユーエフジェイ銀行に対する行政処分について 

 

 

１．株式会社ＵＦＪ銀行（以下「当行」という。）に対する当庁の検査（平成 16 年 5

月 31 日通知）及び銀行法第 24 条第 1 項の規定に基づく当行からの報告によると、

当行の多数の役職員らにより以下のような行為が組織的に行われた事実が認めら

れた。 

 

(1) 当行においては、債務者区分や償却・引当の判定等に重大な影響を与える重

要な資料を執務室以外の場所へ移動・隠蔽する行為が行われた。また、同様の

重要なデータ等を廃止された部署のサーバに移動し、さらに、事実上その存在

が探知できない状態に置くなどの行為が行われた。これらの行為は、検査に先

立ち、累次の部内会議における指示等の下、組織的に行われている。 

さらに、立入検査において、検査官が執務室以外の書類保管場所の存否につ

いて質問したのに対し、そうした場所は存在しない旨の虚偽の回答を行うなど

の対応が行われた。また、検査官の傍らで一部の資料について破損等が行われ

た。 

 

(2) 当行の大口先などに関し経営陣等が審査を行った際の議事録について、債務

者企業の業容や財務状況に係る懸念が表明された部分等を削除するなど、多数

の改ざん行為が行われた。これらの行為は、検査に先立ち、経営陣の関与の下、

組織的に行われている。 

また、検査官の特定債務者に係る資料要求に対し、関係資料のうち債務者区

分の判定に重大な影響を及ぼす事実の記載を削除する改ざん行為が行われた。

この行為も、経営陣の関与の下、組織的に行われている。 

さらに、立入検査において、これら改ざん後の議事録等が真正なものとして

検査官に提出された。 

 

(3) 上記資料・データ等の隠蔽等を前提に、個別債務者の業容や財務状況に関し

て、検査官に対し虚偽の説明が行われている。 

 

２．当該行為は、銀行法第 63 条第 3号及び第 64 条第 1項第 2号の検査忌避等（同法

第 63 条第 3 号に規定する「当該職員の質問に対して答弁をせず、若しくは虚偽の

答弁をし、又は同法第 25 条第 1項の規定による検査を拒み、妨げ、若しくは忌避」

することに該当する行為をいう。以下同じ。）に該当するものと思料される。また、

（別紙１）



 

上記１．の行為以外にも、検査忌避等に該当すると思料される行為及び多数の不適

切な検査対応が認められた。 

これらの行為ないし検査対応により、検査における債務者区分や償却・引当の判

定等に困難が生じ、また、検査の効率的な実施が妨げられた結果、立入検査期間が

大幅に長期化する等の影響があった。 

 

３．以上を理由として、当庁は、本日、当行に対して、銀行法第 26 条第 1 項の規定

に基づき、下記の行政処分を行った。 

 

記 

 

(1) 適切な受検態勢を確立し、資料及びデータの隠蔽、資料の改ざん並びに虚偽

説明等、検査にあたっての不適切な対応の再発防止を確保するため、以下の観

点から業務運営及び内部管理態勢を確立・強化すること。 

 

① 検査の効果的・効率的実施を確保するための検査対応業務の適正な管理 

② 内部監査及び監査役監査の充実・強化 

③ 関係する役職員の責任の所在の明確化 

 

(2) 法令等遵守態勢を確立し、適正な業務運営を確保するため、以下の観点から、

内部管理態勢を充実・強化すること。 

 

① 法令等遵守に対する経営姿勢及び経営責任の明確化 

② 本部における相互牽制機能強化による法令等遵守態勢の確立 

③ 役職員の法令等遵守意識の向上 

  

(3) 上記(1)及び(2)に関する改善計画を平成 16 年 7 月 20 日（火）までに提出し、

着実に実施すること。 

 

(4) 改善計画の実施状況等について、改善計画の実施完了までの間、平成 16 年 9

月期を初回として、四半期ごとの実施状況等を 1ヶ月以内に報告すること。 

 

問い合わせ先 

金融庁 TEL 03-3506-6000（代表） 

監督局 銀行第一課（内 3396、3329）

検査局 総務課（内 2504、2552） 
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平成 16 年 10 月７日 

金融庁 

株式会社ユーエフジェイ銀行に対する行政処分について 

• １．  株式会社ユーエフジェイ銀行（以下「当行」という）は、当庁の検査にお

いて、銀行法第 63 条第３号及び第 64 条第１項第２号の検査忌避等（同法第 63

条第３号に規定する「当該職員の質問に対して答弁をせず、若しくは虚偽の答弁

をし、又は同法第 25 条第１項の規定による検査を拒み、妨げ、若しくは忌避」

することに該当する行為をいう。以下同じ）に該当すると思料される行為及び多

数の不適切な検査対応が認められたことから、平成 16 年６月 18 日、当庁は、

当行に対して、銀行法第 26 条第１項の規定に基づき、受検態勢と法令等遵守態

勢に係る内部管理態勢の改善を命じたところである。 

また、当庁は、当行等の検査忌避等の行為の悪質性・重大性等に鑑み、東京地方

検察庁に対して告発を行ったところである。 

• ２．  本日、当庁は、当行の検査忌避等の行為の悪質性・重大性等に鑑み、当行

に対して銀行法第 27 条の規定に基づき、下記の行政処分を行った。 

• ３．  なお、今回の一連の対応は、当行の旧経営体制の下で過去に行われた行為

に対して行ったものである。 

当行は、既に、新経営陣の下、６月 18 日の業務改善命令及びそれを受けて７月

26 日に提出された業務改善計画に則して、経営管理（ガバナンス）態勢の充実・

強化に取り組んでおり、当庁としては、新経営陣には、これらの着実な推進を期

待しているところである。 

記 

東京法人営業部及び大阪法人営業部における新規顧客（既往取引のない者）に

対する貸出について、平成 16 年 10 月 18 日から平成 17 年４月 17 日までの間

は行わないこと。 

ただし、命令発出日前に顧客から借入等の申込みを受けているもの、住宅ロー

ンを含む消費者ローン、中小企業向け貸出及び預金担保貸出についてはこの限り

でない。 



 

平成 16 年 12 月 1 日 

 

各 位 

 

株式会社ＵＦＪホールディングス 

（コード番号 ８３０７） 

株式会社ＵＦＪ銀行 

 

 

ＵＦＪ銀行の元役員の逮捕について 

 

 
株式会社ＵＦＪ銀行および元役職員が、昨年度の金融庁検査において、検査忌避に該当す

る行為により銀行法に違反したとして、先般、金融庁より刑事告発されました。 
 

 本日、この事件に関連し、元役員（３名）が東京地方検察庁に銀行法違反容疑で逮捕され
ました。 

 
当グループと致しましては、この事態を厳粛に受け止めており、引き続き、検察当局の捜

査に誠実かつ真摯に対応するとともに、法令等遵守態勢および内部管理態勢の強化に一層注
力して早期の信頼回復に努めてまいる所存です。 

 

お客さまならびに株主をはじめ皆さま方には、大変ご心配・ご迷惑をおかけし、深くお詫

び申し上げます。 

以 上 
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銀
行
法
違
反
被
告
事
件

 

東
京
地
方
裁
判
所
平
成
１
６
年
（
特
わ
）
第
７
３
５
８
号

 

平
成
１
７
年
４
月
２
５
日
刑
事
第
１
０
部
判
決

 

 
 
 
 
 
 
 
判
 
 
 
決

 

株
式
会
社
ａ
銀
行
 
代
表
者
代
表
取
締
役
 
ｂ

 

無
職
 
ｃ
 
昭
和
２
３
年
○
月
○
日
生

 

無
職
 
ｄ
 
昭
和
２
４
年
○
月
○
日
生

 

無
職
 
ｅ
 
昭
和
２
８
年
○
月
○
日
生

 

 
上
記
の
者
ら
に
対
す
る
各
銀
行
法
違
反
被
告
事
件
に
つ
い
て
，
当
裁
判
所
は
，
検
察
官
鈴
木
裕

治
及
び
同
藤
本
史
子
出
席
の
上
審
理
し
，
次
の
と
お
り
判
決
す
る
。

 

 
 
 
 
 
 
 
主
 
 
 
文

 

被
告
人
株
式
会
社
ａ
銀
行
を
罰
金
９
０
０
０
万
円
に
，
被
告
人
ｃ
を
懲
役
１
０
月
に
，
被
告
人
ｄ

を
懲
役
８
月
に
，
被
告
人
ｅ
を
懲
役
８
月
に
処
す
る
。

 

被
告
人
ｃ
，
被
告
人
ｄ
及
び
被
告
人
ｅ
に
対
し
，
こ
の
裁
判
が
確
定
し
た
日
か
ら
３
年
間
，
そ
れ

ぞ
れ
そ
の
刑
の
執
行
を
猶
予
す
る
。

 

 
 
 
 
 
 
 
理
 
 
 
由

 

（
罪
と
な
る
べ
き
事
実
）

 

 
被
告
会
社
株
式
会
社
ａ
銀
行
（
以
下
「
被
告
銀
行
」
と
い
う
。）
は
，
名
古
屋
市
＜
以
下
略
＞
に

本
店
を
置
き
，
預
金
又
は
定
期
積
金
の
受
入
れ
，
資
金
の
貸
付
け
又
は
手
形
の
割
引
並
び
に
為
替

取
引
等
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
り
，
被
告
人
ｃ
は
，
被
告
会
社
の
審
査
全
般
担
当
の
代
表

取
締
役
副
頭
取
執
行
役
員
と
し
て
，
同
社
の
与
信
取
引
等
に
関
す
る
審
査
，
管
理
及
び
指
導
等
の

業
務
全
般
を
掌
理
し
て
い
た
も
の
，
同
ｄ
は
，
被
告
会
社
の
常
務
執
行
役
員
と
し
て
，
同
社
の
与

信
取
引
等
に
関
す
る
審
査
，
管
理
及
び
指
導
等
の
業
務
全
般
を
掌
理
し
て
い
た
も
の
，
同
ｅ
は
，

被
告
会
社
の
執
行
役
員
審
査
第
５
部
長
と
し
て
，
同
部
が
所
掌
す
る
与
信
取
引
等
に
関
す
る
審
査
，

管
理
及
び
指
導
等
の
業
務
全
般
を
統
括
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
，
被
告
人
３
名
は
，
同
部
関
係

者
ら
と
共
謀
の
上
，
被
告
会
社
の
業
務
及
び
財
産
に
関
し
，
金
融
庁
長
官
が
銀
行
法
２
５
条
に
基

づ
き
平
成
１
５
年
８
月
２
８
日
か
ら
平
成
１
６
年
５
月
２
１
日
ま
で
実
施
し
た
通
常
検
査
及
び

平
成
１
５
年
９
月
１
１
日
か
ら
同
年
１
０
月
２
７
日
ま
で
実
施
し
た
特
別
検
査
に
お
け
る
同
銀

行
に
対
す
る
立
入
検
査
に
際
し
，
同
部
等
所
管
の
貸
出
先
の
財
務
内
容
等
の
実
態
を
隠
蔽
し
，
同

庁
検
査
官
に
よ
る
同
銀
行
の
資
産
に
関
す
る
実
態
把
握
を
誤
ら
せ
よ
う
と
企
て
，
同
年
８
月
中
旬

こ
ろ
か
ら
同
年
１
０
月
上
旬
こ
ろ
ま
で
の
間
，
東
京
都
千
代
田
区
＜
以
下
略
＞
ａ
α
ビ
ル
に
お
い

て
，
同
部
等
所
管
の
貸
出
先
の
財
務
内
容
等
に
関
す
る
業
務
関
係
資
料
在
中
の
段
ボ
ー
ル
箱
等
１

１
５
点
を
，
同
ビ
ル
１
５
階
同
部
執
務
室
か
ら
同
×
×
階
×
号
室
へ
移
動
し
て
隠
匿
し
，
同
年
８

月
上
旬
こ
ろ
か
ら
同
年
９
月
上
旬
こ
ろ
ま
で
の
間
，
同
ビ
ル
に
お
い
て
，
同
所
に
設
置
さ
れ
た
同

部
使
用
に
係
る
サ
ー
バ
ー
に
保
存
さ
れ
て
い
た
同
部
所
管
の
貸
出
先
の
財
務
内
容
等
に
関
す
る

業
務
関
係
電
磁
的
記
録
合
計
３
５
，
４
７
５
個
を
，
大
阪
市
中
央
区
＜
以
下
略
＞
ａ
β
ビ
ル
別
館

に
設
置
さ
れ
，
か
つ
て
同
部
が
使
用
し
，
既
に
使
用
が
停
止
さ
れ
て
い
た
サ
ー
バ
ー
に
移
動
す
る

と
と
も
に
，
同
部
関
係
者
が
同
α
ビ
ル
に
お
い
て
端
末
使
用
し
て
い
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
お
け
る
同
β
ビ
ル
別
館
設
置
サ
ー
バ
ー
の
フ
ォ
ル
ダ
表
示
を
削
除
す
る
な
ど
し
て
同
電
磁

的
記
録
を
隠
匿
し
，
さ
ら
に
，
同
年
１
０
月
７
日
，
同
α
ビ
ル
に
お
い
て
，
前
記
隠
匿
に
か
か
る

業
務
関
係
資
料
在
中
の
段
ボ
ー
ル
箱
等
１
１
５
点
を
同
ビ
ル
×
×
階
×
号
室
か
ら
同
×
階
東
会

議
室
へ
移
動
し
て
隠
匿
し
た
上
，
被
告
人
ｅ
に
お
い
て
，
同
月
９
日
，
同
ビ
ル
９
階
に
設
置
さ
れ

た
検
査
官
室
に
お
い
て
，
同
庁
検
査
官
か
ら
，
同
部
が
所
管
す
る
特
別
検
査
対
象
先
債
務
者
の
財

務
内
容
等
に
関
す
る
業
務
関
係
資
料
の
所
在
場
所
を
質
問
さ
れ
た
際
，
か
か
る
資
料
は
同
部
執
務

室
以
外
の
同
ビ
ル
内
に
は
存
在
し
な
い
と
思
う
旨
嘘
を
言
う
な
ど
し
て
，
前
記
業
務
関
係
資
料
及

び
業
務
関
係
電
磁
的
記
録
の
存
在
に
つ
き
，
同
日
ま
で
同
庁
検
査
官
に
対
し
て
秘
匿
し
続
け
る
な

ど
し
，
も
っ
て
，
立
入
検
査
の
職
員
の
質
問
に
対
し
て
虚
偽
の
答
弁
を
し
，
か
つ
，
検
査
を
忌
避

し
た
も
の
で
あ
る
。

 

（
証
拠
の
標
目
）《
略
》

 

（
争
点
に
対
す
る
判
断
）
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被
告
人
ｃ
の
弁
護
人
ら
は
，〔
１
〕
平
成
１
５
年
１
０
月
７
日
の
実
地
調
査
が
行
わ
れ
る
前
に

資
料
や
デ
ー
タ
を
移
動
さ
せ
た
と
し
て
も
，
実
地
調
査
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
く
，
検
査
忌
避
に

は
当
た
ら
な
い
し
，
同
日
の
実
地
調
査
後
の
×
×
階
か
ら
×
階
へ
の
資
料
の
移
動
行
為
も
実
地
調

査
を
妨
げ
て
お
ら
ず
，
検
査
忌
避
に
該
当
し
な
い
，〔
２
〕
検
査
官
は
資
料
の
隠
匿
を
事
前
に
知
っ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
犯
罪
を
誘
発
す
る
よ
う
な
不
当
な
い
し
違
法
な
問
い
掛
け
を
行
い
，

被
告
人
ｅ
の
判
示
答
弁
を
意
図
的
に
引
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
，
虚
偽
答
弁
に
当
た
ら
な
い

し
，
実
質
的
違
法
性
を
欠
く
，〔
３
〕
被
告
人
ｃ
の
「
ガ
サ
入
れ
に
注
意
し
ろ
よ
。」
な
ど
の
指
示

に
は
，
虚
偽
答
弁
の
指
示
は
含
ま
れ
て
い
な
い
な
ど
と
主
張
し
，
被
告
人
ｃ
も
公
判
廷
で
〔
３
〕

に
沿
う
供
述
を
し
て
い
る
（
な
お
，
被
告
人
ｅ
の
弁
護
人
ら
も
〔
２
〕
の
点
に
つ
き
同
様
の
主
張

を
し
て
い
る
）。

 

 
し
か
し
，
ま
ず
〔
１
〕
の
点
に
つ
い
て
は
，
検
査
の
「
忌
避
」
と
は
，
直
接
に
検
査
を
拒
否
・

妨
害
す
る
以
外
の
方
法
に
よ
り
，
検
査
が
実
際
に
行
わ
れ
て
も
そ
の
意
味
を
失
わ
せ
て
し
ま
う
よ

う
な
状
態
を
作
出
す
る
こ
と
を
い
う
も
の
と
解
す
べ
き
と
こ
ろ
，
関
係
各
証
拠
に
よ
れ
ば
，
被
告

人
ら
は
，
本
件
検
査
に
お
い
て
実
地
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
事
前
に
予
知
し
た
上
，
ア
 
１
０

月
７
日
よ
り
前
に
，
自
己
査
定
と
矛
盾
す
る
貸
出
先
の
財
務
内
容
等
に
関
す
る
業
務
関
係
資
料
や

デ
ー
タ
を
移
動
し
て
隠
匿
す
る
と
と
も
に
，
イ
 
同
日
の
調
査
に
よ
り
×
×
階
×
号
室
に
隠
匿
し

た
業
務
関
係
資
料
が
検
査
官
に
発
見
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
危
惧
し
，
さ
ら
に
，
こ
れ
ら
の
資

料
を
×
階
東
会
議
室
へ
移
動
し
て
隠
匿
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
ア
の
行
為
が
実
地
調
査
の
意

味
を
失
わ
せ
て
し
ま
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
し
，
イ
の
行
為
に
つ
い
て
も
そ
の
後
の
実
地
調
査

の
意
味
を
失
わ
せ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
り
，
被
告
人
ら
の
行
為
は
，
当
然
，
検
査
の
忌
避
に
該
当

す
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
実
地
調
査
前
の
資
料
の
移
動
は
検
査
忌
避
罪
を
構
成
し
な
い
な
ど

と
い
う
主
張
は
独
自
の
見
解
で
あ
り
，
到
底
賛
同
で
き
な
い
。
ま
た
，〔
２
〕
に
つ
い
て
は
，
検
査

官
に
お
い
て
，
業
務
関
係
資
料
の
隠
匿
場
所
等
に
関
す
る
情
報
を
事
前
に
得
て
い
る
場
合
で
も
，

検
査
官
の
裁
量
に
よ
り
，
隠
匿
行
為
の
組
織
性
，
意
図
性
を
よ
り
明
確
に
す
べ
く
，
当
該
資
料
を

所
管
す
る
部
署
の
責
任
者
に
対
し
て
，
同
資
料
の
存
否
を
敢
え
て
質
す
よ
う
な
こ
と
は
，
検
査
の

手
法
と
し
て
許
容
さ
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
，
検
査
官
の
被
告
人
ｅ
に
対
す
る
問
い
掛
け
が
不

当
か
つ
違
法
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
所
論
は
前
提
を
欠
く
も
の
で
あ
り
，

被
告
人
ｅ
の
判
示
答
弁
が
虚
偽
答
弁
で
な
い
と
か
，
実
質
的
な
違
法
性
を
欠
く
も
の
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
，〔
３
〕
の
点
に
つ
い
て
も
，
被
告
人
ｃ
の
前
記
指
示
に
業
務
関
係
資
料
等

の
隠
匿
の
指
示
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
，
同
被
告
人
自
身
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
，
業
務

関
係
資
料
等
の
隠
匿
後
，
検
査
官
か
ら
か
か
る
資
料
等
の
有
無
な
い
し
所
在
場
所
に
つ
い
て
質
問

さ
れ
た
場
合
に
，
直
ち
に
こ
れ
に
答
え
る
と
い
う
の
で
は
，
隠
匿
し
た
意
味
が
な
く
な
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
か
ら
，
被
告
人
ｃ
の
前
記
指
示
内
容
に
は
，
隠
匿
の
目
的
を
貫
徹
す
る
た
め
，
仮

に
検
査
官
か
ら
そ
の
所
在
場
所
を
質
問
さ
れ
た
際
に
，
こ
れ
を
か
わ
す
べ
く
虚
偽
の
答
弁
を
す
る

こ
と
が
当
然
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
の
旨
を
認
め
る
被
告
人
３
名
の
各
供
述
調
書

（
乙
１
３
，
２
９
，
４
３
）
に
は
何
ら
不
自
然
な
点
は
な
く
，
十
分
に
信
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
あ
り
，
こ
れ
に
反
す
る
被
告
人
ｃ
の
前
記
公
判
供
述
は
採
用
で
き
な
い
。

 

 
よ
っ
て
，
被
告
人
ｃ
の
弁
護
人
ら
の
主
張
（
被
告
人
ｅ
の
弁
護
人
ら
の
主
張
も
含
む
。）
は
，
い

ず
れ
も
採
用
で
き
な
い
。

 

（
法
令
の
適
用
）

 

被
告
人
ら
３
名
に
つ
い
て

 

罰
条
 
刑
法
６
０
条
，
銀
行
法
６
３
条
３
号

 

刑
種
の
選
択
 
懲
役
刑
を
選
択

 

刑
の
執
行
猶
予
 
刑
法
２
５
条
１
項

 

被
告
銀
行
に
つ
い
て

 

罰
条
 
銀
行
法
６
４
条
１
項
２
号
，
６
３
条
３
号
，
刑
法
６
０
条

 

（
量
刑
の
理
由
）

 

１
 
本
件
犯
行
に
至
る
経
緯
は
，
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

 
金
融
庁
は
，
金
融
機
能
の
早
期
健
全
化
の
た
め
の
緊
急
措
置
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
，
い
わ

ゆ
る
公
的
資
金
の
注
入
を
受
入
れ
た
銀
行
（
以
下
「
公
的
資
金
注
入
行
」
と
い
う
。）
を
対
象
と
し

て
，
当
期
利
益
が
，
経
営
健
全
化
計
画
の
目
標
を
３
割
以
上
下
回
っ
た
場
合
，
業
務
改
善
命
令
を

発
動
し
，
翌
期
に
お
い
て
，
再
度
，
当
期
利
益
が
目
標
を
３
割
以
上
下
回
る
な
ど
，
な
お
経
営
の

改
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
に
は
，
頭
取
ら
経
営
陣
の
退
任
等
を
求
め
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
３
割
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ル
ー
ル
」
の
方
針
と
，
２
期
連
続
で
優
先
株
無
配
の
場
合
，
原
則
と
し
て
，
国
が
保
有
す
る
優
先

株
を
普
通
株
に
転
換
し
て
，
銀
行
を
実
質
国
有
化
す
る
と
い
う
方
針
を
示
し
て
い
た
。
そ
し
て
，

被
告
人
ｃ
ら
の
供
述
に
よ
れ
ば
，
公
的
資
金
注
入
行
で
あ
り
，
平
成
１
４
年
３
月
期
に
赤
字
決
算

を
出
し
た
被
告
銀
行
は
，
同
年
７
月
に
不
良
債
権
処
理
等
を
担
い
，
審
査
第
５
部
，
審
査
第
６
部

及
び
戦
略
支
援
部
の
３
部
署
か
ら
な
る
戦
略
支
援
グ
ル
ー
プ
を
創
設
す
る
な
ど
し
た
も
の
の
，
平

成
１
５
年
３
月
期
決
算
に
お
い
て
も
赤
字
を
計
上
し
，
同
年
８
月
に
は
，
金
融
庁
か
ら
業
務
改
善

命
令
を
受
け
た
こ
と
か
ら
，
翌
期
に
お
い
て
も
，
経
営
健
全
化
計
画
の
目
標
を
３
割
以
上
下
回
れ

ば
，
経
営
陣
の
退
任
等
を
迫
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
上
，
前
記
の
と
お
り
２
期
連
続
赤
字
を
計

上
し
，
国
の
保
有
す
る
優
先
株
に
対
し
て
は
，
持
株
会
社
が
積
立
金
を
取
り
崩
し
て
配
当
を
し
て

い
た
が
，
翌
期
も
赤
字
と
な
れ
ば
そ
れ
も
で
き
な
く
な
り
，
２
期
連
続
無
配
と
な
れ
ば
，
実
質
国

有
化
さ
れ
る
お
そ
れ
も
あ
る
状
況
に
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
，
平
成
１
４
年
１
０
月
に

は
平
成
１
６
年
度
中
に
主
要
行
の
不
良
債
権
比
率
を
現
状
の
半
分
程
度
に
低
下
さ
せ
る
な
ど
の

方
針
を
掲
げ
た
「
金
融
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
い
わ
ゆ
る
「
竹
中
プ
ラ
ン
」）
が
発
表
さ
れ
た
の
を

受
け
て
，
被
告
銀
行
で
も
平
成
１
７
年
３
月
末
期
ま
で
に
不
良
債
権
比
率
を
３
パ
ー
セ
ン
ト
台
と

す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
改
革
加
速
プ
ラ
ン
を
発
表
し
た
が
，
そ
の
実
現
は
極
め
て
困
難
な
状
況

に
あ
っ
た
。

 

 
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
，
戦
略
支
援
グ
ル
ー
プ
長
で
あ
っ
た
被
告
人
ｃ
，
同
グ
ル
ー
プ

長
補
佐
で
あ
っ
た
被
告
人
ｄ
及
び
審
査
第
５
部
長
で
あ
っ
た
被
告
人
ｅ
（
以
下
「
被
告
人
３
名
」

と
い
う
。）
は
，
平
成
１
６
年
３
月
期
決
算
に
お
い
て
黒
字
を
計
上
す
る
こ
と
が
至
上
命
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
，
平
成
１
５
年
６
月
こ
ろ
，
同
年
８
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
金
融
庁
の

立
入
検
査
の
担
当
者
が
，
実
地
調
査
に
入
る
な
ど
検
査
姿
勢
が
積
極
的
な
上
，
資
産
査
定
が
厳
し

い
こ
と
で
評
判
の
検
査
官
で
あ
る
と
知
り
，
前
記
至
上
命
題
を
達
す
る
た
め
に
は
，
来
た
る
べ
き

検
査
に
お
い
て
，
被
告
銀
行
側
の
自
己
査
定
に
基
づ
く
シ
ナ
リ
オ
を
説
明
す
る
と
と
も
に
，
自
己

査
定
と
矛
盾
す
る
貸
出
先
の
財
務
内
容
等
に
関
す
る
業
務
関
係
資
料
等
を
隠
匿
す
る
な
ど
し
て

で
も
，
検
査
に
よ
っ
て
自
己
査
定
が
否
定
さ
れ
，
融
資
先
企
業
等
の
債
務
者
区
分
の
下
方
修
正
及

び
与
信
関
連
費
用
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
コ
ス
ト
）
の
追
加
計
上
を
免
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
に
至

り
，
検
査
官
に
見
ら
れ
た
く
な
い
前
記
業
務
関
係
資
料
等
を
隠
匿
す
る
な
ど
し
て
本
件
犯
行
に
及

ん
だ
も
の
で
あ
る
。
被
告
人
３
名
の
犯
行
動
機
と
し
て
被
告
銀
行
の
経
営
を
守
る
と
と
も
に
，
顧

客
で
あ
る
大
口
融
資
先
企
業
の
再
生
ス
キ
ー
ム
を
維
持
し
た
い
と
の
意
図
が
あ
っ
た
と
し
て
も
，

金
融
庁
に
よ
る
立
入
検
査
は
，
銀
行
業
務
の
健
全
か
つ
適
切
な
運
営
を
確
保
す
る
目
的
で
行
わ
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
，
検
査
を
受
け
る
に
当
た
っ
て
は
，
検
査
官
に
す
べ
て
の
資
料
を
提
供
し
，
そ

れ
ら
に
基
づ
き
，
自
己
査
定
の
相
当
性
に
つ
い
て
検
査
官
の
納
得
を
得
ら
れ
る
ま
で
説
明
し
，
仮

に
自
己
査
定
に
不
相
当
な
点
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
れ
ば
，
こ
れ
を
改
め
る
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ

り
，
前
記
の
よ
う
な
動
機
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
本
件
行
為
が
許
さ
れ
る
は
ず
は
な
く
，
結
局
，

本
件
の
動
機
や
経
緯
に
酌
量
の
余
地
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
，
被
告
人
ら
は
，
本

件
担
当
検
査
官
が
厳
し
い
検
査
を
す
る
こ
と
で
評
判
の
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
が
（
被
告
人
ｃ
は
，

同
じ
検
査
官
が
平
成
１
３
年
８
月
に
旧
ｆ
銀
行
に
立
入
検
査
に
入
っ
た
際
，
検
査
姿
勢
が
積
極
的

で
，
検
査
査
定
の
基
準
も
厳
し
く
，
銀
行
側
の
主
張
を
な
か
な
か
聞
き
入
れ
て
く
れ
な
か
っ
た
た

め
，
同
検
査
の
影
響
で
，
翌
年
１
月
の
合
併
に
よ
り
被
告
銀
行
が
発
足
し
た
後
，
最
初
に
迎
え
た

平
成
１
４
年
３
月
期
の
決
算
で
も
赤
字
を
計
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
供
述
す
る
。），

そ
も
そ
も

甘
い
検
査
を
期
待
す
る
こ
と
自
体
相
当
で
は
な
い
し
，
仮
に
検
査
官
の
検
査
方
法
に
問
題
が
あ
る

と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
，
意
を
尽
く
し
て
説
明
し
，
納
得
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
る
べ
き
で
あ

っ
た
の
で
あ
り
，
検
査
忌
避
行
為
に
及
ぶ
な
ど
論
外
と
い
う
ほ
か
な
い
。

 

２
 
犯
行
態
様
を
見
て
も
，
被
告
人
ｃ
か
ら
の
「
ガ
サ
入
れ
が
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
，
し
っ
か
り
と

対
処
し
ろ
。」「

ガ
サ
入
れ
に
注
意
し
ろ
よ
。」
と
い
う
包
括
的
な
指
示
の
下
，
被
告
人
ｅ
自
ら
，
ま

た
，
同
被
告
人
か
ら
被
告
人
ｃ
の
指
示
を
徹
底
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
審
査
第
５
部
次
長
が
，
同

部
関
係
者
ら
に
対
し
，
再
三
に
わ
た
り
，
検
査
官
に
説
明
す
る
自
己
査
定
の
シ
ナ
リ
オ
と
矛
盾
す

る
業
務
関
係
資
料
等
を
隠
匿
す
る
旨
指
示
し
，
同
部
関
係
者
ら
は
，
各
々
，
大
量
の
手
持
ち
の
資

料
を
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
て
い
た
×
×
階
×
号
室
へ
運
び
入
れ
る
一
方
，
同
部
関
係
者
ら
が
使

用
す
る
パ
ソ
コ
ン
上
の
ぼ
う
大
な
業
務
関
係
の
電
磁
的
記
録
を
大
阪
サ
ー
バ
ー
に
移
動
す
る
な

ど
し
て
隠
匿
し
，
平
成
１
５
年
１
０
月
７
日
に
実
地
調
査
（
以
下
「
第
１
回
実
地
調
査
」
と
い
う
。）

が
入
り
，
業
務
関
係
資
料
を
隠
匿
し
た
こ
と
が
検
査
官
に
発
覚
す
る
お
そ
れ
が
生
じ
る
や
，
検
査

官
に
見
付
か
ら
ぬ
よ
う
秘
密
裡
に
役
員
専
用
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
×
×
階
×
号
室
か
ら
×
階
東

会
議
室
へ
業
務
関
係
資
料
を
移
動
さ
せ
，
同
月
９
日
に
行
わ
れ
た
再
度
の
実
地
調
査
の
際
に
は
，

被
告
人
ｅ
に
お
い
て
，
業
務
関
係
資
料
の
所
在
場
所
に
つ
い
て
の
検
査
官
の
質
問
に
対
し
，
判
示

の
と
お
り
虚
偽
の
答
弁
ま
で
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
，
本
件
は
，
組
織
ぐ
る
み
で
周
到
に
準
備

を
重
ね
た
上
で
計
画
的
か
つ
極
め
て
大
規
模
に
敢
行
さ
れ
た
悪
質
な
犯
行
で
あ
る
。
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そ
の
上
，
被
告
人
３
名
は
，
資
料
の
隠
匿
が
検
査
官
に
発
覚
し
た
後
も
，
見
つ
か
っ
た
資
料
は
，

正
式
に
決
裁
し
た
も
の
で
は
な
く
，
単
な
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
た
ぐ
い
に
す
ぎ
な
い
も
の
で

あ
り
，
倉
庫
送
り
の
た
め
に
一
時
的
に
保
管
し
て
い
た
こ
と
に
し
，
検
査
忌
避
の
事
実
を
認
め
な

い
よ
う
，
同
部
関
係
者
ら
に
口
裏
合
わ
せ
の
指
示
を
徹
底
し
，
そ
の
後
，
金
融
庁
の
行
っ
た
検
査

対
応
検
証
や
被
告
銀
行
の
内
部
調
査
等
で
も
そ
の
方
針
に
従
っ
て
対
応
し
た
の
で
あ
り
，
被
告
銀

行
も
，
弁
護
士
４
名
か
ら
構
成
さ
れ
た
調
査
委
員
会
の
調
査
を
経
て
，
平
成
１
６
年
７
月
下
旬
に

検
査
忌
避
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
謝
罪
す
る
ま
で
は
，
組
織
的
，
意
図
的
な
検
査
忌
避
の
事
実

を
認
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
，
犯
行
後
の
事
情
も
芳
し
く
な
い
。

 

３
 
本
件
犯
行
の
発
覚
後
，
平
成
１
５
年
３
月
期
決
算
に
お
け
る
被
告
銀
行
の
償
却
・
引
当
額
は
，

自
己
査
定
よ
り
も
約
２
６
９
０
億
円
増
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
，
こ
の
う
ち
少
な
く
と
も
合
計
約
１

４
８
２
億
円
は
，
本
件
犯
行
に
よ
り
隠
匿
さ
れ
た
資
料
が
直
接
影
響
し
て
認
定
さ
れ
た
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
，
同
犯
行
が
，
本
件
検
査
に
与
え
た
影
響
は
極
め
て
大
き
い
。
公
共
性

を
有
し
，
経
済
的
に
重
要
な
機
能
を
営
む
銀
行
の
中
で
も
，
取
り
分
け
，
い
わ
ゆ
る
メ
ガ
バ
ン
ク

の
１
画
を
占
め
て
大
規
模
に
事
業
を
営
む
被
告
銀
行
が
，
金
融
庁
の
立
入
検
査
に
対
し
て
，
組
織

的
に
検
査
忌
避
行
為
を
行
っ
た
こ
と
は
，
金
融
シ
ス
テ
ム
の
健
全
性
を
損
な
う
と
と
も
に
こ
れ
に

対
す
る
国
民
の
信
頼
を
著
し
く
傷
付
け
る
も
の
で
あ
っ
て
，
そ
の
社
会
的
影
響
も
軽
視
で
き
な
い
。

本
件
で
は
，
第
１
回
実
地
調
査
後
に
内
部
通
報
が
あ
っ
て
，
業
務
関
係
資
料
の
隠
匿
が
金
融
庁
側

に
伝
え
ら
れ
た
た
め
，
再
度
の
実
地
調
査
が
行
わ
れ
て
，
被
告
人
ら
の
行
為
が
発
覚
す
る
に
至
っ

た
も
の
で
あ
る
が
，
内
部
通
報
が
な
か
っ
た
場
合
，
本
件
犯
行
が
発
覚
せ
ず
，
そ
の
結
果
と
し
て
，

被
告
銀
行
の
資
産
査
定
を
誤
ら
せ
，
金
融
検
査
の
実
効
性
を
著
し
く
阻
害
す
る
現
実
的
危
険
性
が

あ
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

 

４
 
個
別
情
状
に
つ
い
て
見
る
と
，
被
告
人
ｃ
は
，
被
告
銀
行
で
ナ
ン
バ
ー
２
の
地
位
に
あ
り
，

戦
略
支
援
グ
ル
ー
プ
長
と
し
て
同
銀
行
の
与
信
取
引
等
に
関
す
る
審
査
部
門
の
最
高
責
任
者
の

立
場
に
あ
り
，
本
件
検
査
に
当
た
っ
て
は
，
数
回
に
わ
た
り
，
業
務
関
係
資
料
の
隠
匿
を
指
示
す

る
な
ど
し
，
審
査
第
５
部
関
係
者
ら
に
検
査
忌
避
行
為
を
行
わ
せ
た
本
件
の
首
謀
者
で
あ
っ
て
，

そ
の
刑
事
責
任
は
被
告
人
３
名
の
う
ち
で
最
も
重
い
。
ま
た
，
被
告
人
ｄ
は
，
戦
略
支
援
グ
ル
ー

プ
長
補
佐
と
し
て
同
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
被
告
人
ｃ
に
次
ぐ
立
場
に
あ
り
，
被
告
人
ｃ
の
指
示
を

受
け
る
や
，
審
査
第
５
部
の
主
任
調
査
役
ら
に
過
去
の
厳
し
い
検
査
状
況
を
周
知
さ
せ
る
な
ど
し
，

第
１
回
実
地
調
査
の
後
，
業
務
関
係
資
料
を
同
室
か
ら
×
階
東
会
議
室
へ
移
動
さ
せ
る
際
に
役
員

用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
う
こ
と
を
提
案
し
て
そ
の
手
配
を
し
、
同
会
議
室
の
業
務
関
係
資
料
が
見

つ
か
っ
た
際
に
は
，
前
記
口
裏
合
わ
せ
を
提
案
す
る
な
ど
し
て
お
り
，
そ
の
果
た
し
た
役
割
は
重

要
で
あ
り
，
被
告
人
ｄ
の
刑
事
責
任
も
相
当
に
重
い
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
，
被
告
人
ｅ
は
，
審

査
第
５
部
長
と
し
て
同
部
の
責
任
者
で
あ
り
，
被
告
人
ｃ
の
指
示
を
受
け
る
や
，
同
部
関
係
者
に

業
務
関
係
資
料
の
隠
匿
に
つ
い
て
具
体
的
に
直
接
指
示
す
る
な
ど
し
，
そ
の
隠
匿
を
徹
底
さ
せ
た

ほ
か
，
検
査
官
か
ら
業
務
関
係
資
料
の
所
在
場
所
を
質
問
さ
れ
た
際
に
は
，
虚
偽
の
答
弁
を
す
る

な
ど
実
行
行
為
の
面
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
，
そ
の
刑
事
責
任
は
や
は
り
相
当
に
重
い
。
 

 
被
告
銀
行
に
つ
い
て
は
，
メ
ガ
バ
ン
ク
の
一
画
を
占
め
，
相
応
の
社
会
的
責
任
を
負
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
，
い
わ
ゆ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
及
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
甘
さ
か
ら
本

社
的
機
能
を
有
す
る
東
京
本
部
中
枢
に
お
い
て
組
織
的
に
本
件
検
査
忌
避
行
為
を
行
う
に
至
っ

た
の
で
あ
り
，
そ
れ
の
み
な
ら
ず
，
そ
の
発
覚
後
も
，
平
成
１
６
年
７
月
ま
で
は
そ
の
意
図
性
や

組
織
性
を
否
定
し
続
け
た
の
で
あ
っ
て
，
そ
の
刑
事
上
の
責
任
は
重
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

 

５
 
他
方
，
被
告
人
ｃ
が
公
判
廷
に
お
い
て
一
部
不
合
理
と
も
取
れ
る
弁
解
を
す
る
点
を
除
け
ば
，

被
告
人
３
名
と
も
，
事
実
を
認
め
て
反
省
の
態
度
を
示
し
て
い
る
こ
と
，
い
ず
れ
も
永
年
勤
め
た

被
告
銀
行
か
ら
解
任
処
分
を
受
け
て
お
り
，
高
額
な
退
職
金
等
も
失
う
な
ど
相
応
の
制
裁
を
受
け

て
い
る
こ
と
，
こ
れ
ま
で
前
科
は
な
い
こ
と
な
ど
有
利
に
斟
酌
す
べ
き
事
情
も
認
め
ら
れ
る
。
ま

た
，
被
告
銀
行
に
お
い
て
も
，
本
件
を
機
に
同
種
事
件
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
，
取
締
役
会
に

よ
る
監
視
機
能
の
強
化
や
業
務
監
視
委
員
会
の
創
設
な
ど
に
よ
っ
て
，
い
わ
ゆ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
及

び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
充
実
強
化
に
努
め
て
い
る
な
ど
評
価
で
き
る
改
革
を
実
行
し
て
い
る

も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

 

 
そ
こ
で
，
こ
れ
ら
の
諸
事
情
を
考
慮
し
て
，
被
告
銀
行
及
び
被
告
人
３
名
に
対
し
て
，
主
文
の

各
刑
を
量
定
し
た
上
，
被
告
人
３
名
に
対
し
て
は
，
各
刑
の
執
行
を
猶
予
す
る
こ
と
と
し
た
。

 

（
求
刑
 
被
告
銀
行
に
対
し
罰
金
１
億
円
，
被
告
人
ｃ
に
対
し
懲
役
１
０
月
，
被
告
人
ｄ
及
び
被

告
人
ｅ
に
対
し
各
懲
役
８
月
）

 

平
成
１
７
年
４
月
２
６
日

 



U
F

J
判
決
文

  

2
7 

東
京
地
方
裁
判
所
刑
事
第
１
０
部

 

裁
判
長
裁
判
官
 
青
柳
勤
 
裁
判
官
 
森
川
佳
奈

 

裁
判
官
松
田
俊
哉
は
転
勤
の
た
め
署
名
押
印
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

 

裁
判
長
裁
判
官
 
青
柳
勤
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10 月 27 日、前代未聞の暗闘を繰り広げた「金融庁  vs UFJ」の対決は、検査結果の最終報

告をもって終了した。翌日、UFJ 銀行は、他行から 1 か月遅れの 9 月決算の上方修正を発表し

て、「秋の陣」は幕を下ろした。しかし金融庁内部には、ここで幕引きをしたくない勢力がいた

……。  

実は、昨年秋の両者の対立について、その詳しい内容は隠されていた。隠すというより、そ

もそも検査の内容が外部に漏れることなど、あり得ない。ところが、1 月 24 日の日経スクープ

以降、検査の日程などを記した 2 枚の「メモ」が出回り始める。  

メモによると、10 月 9 日に実地調査部隊が「隠蔽されていた資料」の場所を特定したのは、

UFJ 内部からの告発が発端だという。さらに、「D 社についてのうわさ」などの一文を添えて、

ことさらにダイエーの存在を匂わせたり、「検査を免れるため、組織的、意図的に資料の隠匿、

改ざん等を行ったことが強く疑われる」「銀行法における検査忌避に該当するか否か」「組織性

（特に役員の関与）の有無」と、それらしい文言が盛り込まれている。もっとも、この文書に

は UF J がどんな資料を「隠蔽」していたのかは、記されていない。まして、作成者不明の箇

条書きでしかなく、冷静に見れば単なる怪文書である。  

しかし、メモには、当事者しか知りえない情報が記述されている。UFJ が弁護士と会計士の

同席を求めたことや、その日付などは事実と一致する。この文書が金融庁周辺から出たメモと

すれば、「この問題は終わってない」という、金融当局の意思表示と読み取ることも出来る。  

銀行法 63 条には、「金融検査において銀行の業務又は財産の状況に関する虚偽の報告もしく

は資料の提出  をした者は、法人は 2 億円以下の罰金、個人は 1 年以下の懲役刑か 300 万円以

下の罰金」と定められている。99 年には、組織的な検査忌避をしたとして、クレディ・スイス

東京支店の銀行免許が取り消され、支店長が逮捕された。金融庁が、UFJ による組織的な検査

忌避を疑っているのなら、事態は深刻である。  

そのうえ、金融庁は UFJ による検査忌避疑惑をまったく否定しないのだ。  

日経スクープを後追いした他紙は、金融庁幹部の「ノーコメント」を「検査忌避の疑いがあ

る」と解釈した。高木祥吉・金融庁長官も、竹中大臣も、記者会見や国会答  弁で、「個別の金

融機関についてコメントはしない」という姿勢である。しかし、昨年 12 月に「佐賀銀行の倒

産」というデマメールで預金解約者が殺到した事件では、竹中大臣は「悪質な電子メール記載

のような事実は全くないこと、経営内容、健全性、資金繰りはいずれも問題ない」と、言下に

否定コメントを発表している。UFJ の株価が急落して信用不安が発生しているにも関わらず、

大臣がコメントを控えれば、逆に「  2 枚のメモの内容は事実である」と理解するほうが筋が通

ってくる。  

さらに金融庁幹部は、新聞記者へのオフレコ取材では、UFJ 銀行や担当者を名指しで批判し

ているという。そのターゲットは、M 検査官と対立した H 常務執行役員である。  

「「金融庁幹部は、H 氏を『けしからん奴だ』と悪し様に言います。しかし、これは H 氏に検

査忌避の疑いがあるというレベルではなく、むしろ『H はタフな交渉相手でやりにくい』とい
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う意味だと思います」（前出・全国紙の金融担当デスク）  

実は、H 常務と金融庁とは、旧三和銀行、旧大蔵省時代からの深い因縁がある。H 氏は、三

和銀行時代には「やり手の MOF（大蔵省）担」として知られる。ところが、 98 年の「大蔵省

接待スキャンダル」の捜査で、最初に検察の捜査で〝オチ〟てしまい、事実関係を洗いざらい

話してしまったのが、H 氏だと旧大蔵省関係者の間では信じられている。現在の佐藤隆文検査

局長は、接待汚職当時は大蔵省銀行局総務課長で、批判の矢面に立たされていた。UFJ に対す

る厳しい検査の背景に、「江戸の敵を長崎で討つ」という発想があるとしたら、逆恨みも甚だし

いだろう。  

一方、UFJ 側も金融庁の検査官の神経を逆撫でするような行為を繰り返してきた。中間報告

で弁護士、会計士を同席させるのは、喧嘩腰ととられても仕方がない。他のメガバンクの審査

担当者は 、こう証言する。  

「金融庁の検査で、何もかも最初からさらけ出す必要はありません。検査といっても銀行の

死活問題を決する交渉ですし、検査官より銀行のほうが情報や知識では優る。しかし、必要最

低限の資料を提供しても、検査官のプライドを傷つけないようにするのは、権力者を相手にし

た交渉の鉄則です。検査官の中には、週刊誌や経済誌の記事をコピーしてきて、『この記事に

書いてある融資の資料を出せ』とか妙なことを言い出す人もいます。しかし、『泣く子と地頭

には勝てぬ』で、そこで腹を立てても意味が無い。UFJが正論を主張して検査官 の感情を害

したのは、お粗末な対応としか言いようがありません」 

メモの流出の背景に、両者の感情的な対立があったのは間違いない。 
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平成 16 年９月 17 日 

金融庁 

シティバンク、エヌ・エイ在日支店に対する行政処分について 

I ． 命令の内容 

• １．  銀行法第 47 条第２項及び第 27 条に基づく命令 

平成 17 年９月 30 日をもって、丸の内支店、名古屋出張所、大阪出張所及び福岡出張所の認

可を取り消すこと。併せて、平成 16 年９月 29 日から平成 17 年９月 29 日までの間、これ

らの支店及び出張所におけるすべての業務を停止すること（ただし、既存取引の解消及びこれ

に付随する業務を除く）。 

• ２．  銀行法第 47 条第２項、第３項及び第 26 条第１項に基づく命令 

(1) 平成 16 年９月 29 日から平成 16 年 10 月 28 日までの間、個人金融本部における外

貨預金業務にかかる新規顧客との取引業務を停止すること（既存顧客との取引を除く）。 

(2) 法令等遵守（コンプライアンス）を徹底し、信用を維持し、預金者等の保護を確保す

るとともに、シティバンク、エヌ・エイ在日支店（以下、「在日支店」という）の業

務の健全かつ適切な運営を確保するため、以下の観点から経営管理・内部管理態勢（人

的構成と体制の構築を含む）を確立すること。 

◯ コンプライアンスにかかる経営姿勢の明確化及び法令等遵守を重視する企業風

土の醸成、並びに、これらを着実に実現するための組織・体制の見直し 

◯ シティバンク、エヌ・エイ ニューヨーク本店（以下、「銀行本部」という）の経

営関与の在り方を抜本的に見直すことを前提とする在日支店の経営管理・内部管

理態勢の構築及び責任体制の明確化 

◯ 法令違反・不適切取引等を排除する観点から、在日支店とグループ証券会社及び

信託銀行の現行の一体的な営業体制の抜本的な見直し及び適正化 

◯ 在日支店の各業務部門を統括する法務・コンプライアンス部門の体制、内部牽制

機能、及び、内部監査機能の整備・強化とフォローアップの実施 
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◯ 金融機関等による顧客等の本人確認等に関する法律に基づく本人確認義務等、及

び、組織的な犯罪の処罰及び犯罪収益の規制等に関する法律に基づく疑わしい取

引の届出義務を的確に履行する営業・管理態勢の構築 

◯ 預金者等に対する適正な情報の提供及び説明態勢の確保、並びに、苦情等に適切

に対応する態勢の整備 

◯ 顧客情報の適正な管理に関する役職員の認識の徹底及び管理態勢の構築 

◯ 検査における適切な対応、監督に対する実態を反映した報告など、検査・監督に

対する真実性のある的確な対応、及び、それを確実ならしめる態勢の整備 

◯ 役職員の法令・諸規則に対する理解と遵守の徹底及びそのための態勢整備 

(3) 法令違反を含む、下記 II ．処分の理由にかかる問題等の原因となった役職員の責任

の所在の明確化 

(4) 上記(2)及び(3)、並びに、検査結果通知及び報告命令に記載された事項にかかる業務

の改善計画（改善計画を着実に実施するための経営管理態勢の整備・確立及び実効性

確保にかかる責任の分担の明確化を含む）を平成 16 年 10 月 22 日までに提出し、直

ちに実行すること。 

(5) 上記(4)の実行後、当該業務の改善計画の実施完了までの間、平成 16 年 12 月末を第

一回目とし、以後３ヶ月毎に計画等の進捗・実施及び改善状況をとりまとめ、翌月 15

日までに報告すること。 

II ． 処分の理由 

在日支店からの不祥事件等届出、在日支店に対する当庁の検査（平成 16 年５月 21 日通知）、

並びに、銀行法第 24 条第１項及び第 48 条の規定に基づく在日支店からの報告によると、下記の

通り、在日支店のコンプライアンス態勢及び経営管理（ガバナンス）態勢などに根本的な問題が認

められたこと。特に、プライベート・バンク部門（以下、「ＰＢ部門」という）（丸の内支店、名

古屋出張所、大阪出張所及び福岡出張所）では、公益を害する行為、重大な法令違反及び極めて不

適切な取引等が多数検証され、今後の業務の継続は不適当と認められること。また、個人金融本部

では、外貨預金業務にかかる内部管理態勢が未整備であり、業務の改善に専念させる必要があるこ

とが確認されたこと。 

１．  法令等遵守（コンプライアンス） 
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(1) 公益を害する行為 

在日支店のＰＢ部門では、顧客開拓と収益獲得に偏重し、顧客・取引内容の事前調査

（リスク・適合性の検証を含む）、貸出審査（資金使途・取引目的の確認及び調査）

等がいずれも実質的に行われていないことから、有価証券の相場操縦等の罪で起訴さ

れた被告人たちへの多額の資金流用を許す貸出の実行、及び、同被告人の依頼によっ

て、地方公共団体から公的資金を引き出すための「見せ金融資」を実行しており、銀

行法第 27 条に規定する「公益を害する行為をしたとき」に該当すると認められるこ

と。 

(2) 法令違反 

イ．  本人確認及び疑わしい取引の届出義務にかかる法令違反 

在日支店のＰＢ部門では、シティバンクの海外支店において現地監督当局に対し疑

わしい取引の届出が再三行われている取引者等との取引の推進、口座の不正開設等に

よりマネー・ロンダリングと疑われる取引を許すなど、金融機関等による顧客等の本

人確認等に関する法律第３条に基づく本人確認義務等、及び、第４条に基づく本人確

認記録の作成義務等、並びに、組織的な犯罪の処罰及び犯罪収益の規制等に関する法

律第 54 条に基づく疑わしい取引の届出義務にかかる法令違反行為を多数行っていた

事実が認められること。 

ロ．  預金者等に対する情報の提供等にかかる法令違反 

◯ 在日支店のＰＢ部門では、預金等の金融商品のリスクや重要事項の提示・説明

を行わずに、顧客を誤認させて取引の勧誘・販売を行うなど、銀行法第 12 条

の２第１項、同法施行規則第 13 条の３第４号及び第５号、並びに、同施行規

則第 13 条の５第２項に規定する情報提供義務にかかる法令違反行為を多数行

っていた事実が認められること。 

◯ 同部門のこのような金融商品の勧誘・販売実態は、金融商品の販売等に関する

法律第３条第１項に規定する重要事項の説明義務に違反しており、金融商品の

販売等にかかる勧誘の適正の確保に努められていない営業体制は同法第７条に

違反するものと認められること。 

◯ 同部門の、個別の営業活動を日々適正に監視する基本的な体制や仕組みが未構

築で、健全かつ適切な業務の運営を確保するための実効性ある社内規則等が定
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められておらず、かつ、行員に対する研修その他の当該社内規則等に基づいて

業務を運営する体制を整備していない状況は、銀行法第 12 条の２第２項、同

法施行規則第 13 条の７に違反するものと認められること。 

ハ．  在日シティグループの組織的な連携による他業禁止義務にかかる法令違反 

在日支店では、前回の当庁の立入検査結果に基づき、平成 13 年８月、銀行法第 12

条に違反したとして、業務の一部停止・業務改善命令を受けていたにもかかわらず、

今回の立入検査時には、在日支店のＰＢ部門が中心となり、グループ証券会社及び信

託銀行との組織的な連携により、海外不動産投資案件等の媒介・勧誘や海外生命保険

の募集、美術品取引にかかる媒介など、銀行法第 12 条違反の取引が多数認められ、

多額の違法収益を上げている実態が明らかとなっていること。 

(3) 不公正取引 

在日支店のＰＢ部門では、適合性原則及び適正な公正価値算定のルールが定められ

ておらず、約定価格や顧客に提供する時価情報の公正性・妥当性の検証が適正に行わ

れない体制、及び、収益獲得を最優先に営業を推進する態勢の下で、資産流動化取引、

デリバティブ関連取引等を通じて、顧客に不当な負担を強いるとともに、多額の不健

全な収益を収受している不公正な取引事例が多数認められていること。 

(4) 不適切取引 

前回の当庁による立入検査結果に基づき、平成 13 年８月、顧客の意図的な決算調

整に利用されるおそれのある不適切な取引を組成・実行していたこと等、法務・コン

プライアンス態勢等に問題が認められたとして、業務改善命令を受けていたにもかか

わらず、今回の当庁の立入検査及び在日支店からの報告においても、在日支店のＰＢ

部門において、当事者の不正を助長するバックファイナンスや、会計操作目的・損失

先送り等に利用される不適切な取引事例が多数認められていること。 

(5) 不適切な顧客情報管理態勢 

在日支店のＰＢ部門においては、営業担当者による顧客の暗証番号等の杜撰な管理、

顧客を誤認させ投資判断を誤らせ得る内容の「預り資産一覧」の作成、並びに、在日

支店のＰＢ部門と海外支店の「ジャパン・デスク」（海外の邦人顧客の営業窓口）と

の間の不適切な顧客情報の共有及び取引管理など、利用者の保護に欠ける不適切な顧

客情報の管理態勢となっていること。 
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(6) 外貨預金業務にかかる内部管理態勢の未整備 

イ．  在日支店の個人金融本部においては、外貨預金の為替差損の損失補てんを理由に

金銭を強要する取引者に組織的な対応を行わずに、内部管理の未整備の実態を熟

知した支店長が、行内から盗み出した預金通知書を利用して、複数の預金者から

外貨預金の代り金を、平成７年より約７年間に、18 億円以上も詐取した事件が発

覚していること。 

ロ．  また、同本部における外貨預金商品の広告の制作については、不当景品類及び不

当表示防止法第４条（有利誤認）の規定に違反するか否かを行内で検証する態勢

が未整備であることも明らかとなっていること。 

ハ．  さらに、同本部では、外貨預金をはじめとして、支店業務の運営において、基本

的・初歩的な営業対応等に関する顧客からの苦情や、顧客とのトラブルなどが減

ることなく、一般行員のみならず、役席者においても、適宜・適切な対応が行われ

ていない事例が多数認められていること。 

２．  経営管理（ガバナンス）態勢 

(1) 在日支店の管理体制の問題 

在日支店の経営委員会は、在日支店の各事業部門の業務運営に対して指導・監督す

る権限を有しておらず、経営の統合管理が行われていないなど、監督体制に重大な欠

陥が認められること。 

さらに、我が国の法令諸規則や市場慣行に準じた自店検査・監査を行える組織・機

構・人的構成が構築されていないため、適正な自主的検証と事後対応が行われておら

ず、総じて、在日支店の内部統制は適正に機能していない状況にあること。 

(2) 在日支店のＰＢ部門とシティグループ各社による一体的な営業体制の問題 

銀行本部による過度の収益性重視の経営環境の下で、在日支店のＰＢ部門が中心と

なって、在日グループ証券会社及び信託銀行との組織的な連携により、我が国の法令

諸規則を無視・潜脱した脱法的な営業体制が構築され、経年、適正な営業管理が行わ

れずに放置されてきた実態が認められること。 

(3) 銀行本部による経営管理の問題 
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銀行本部は前年実績比大幅増の営業目標を在日支店のＰＢ部門に課し、給与体系と

人事評価をその営業実績と密接に連関させ、収益偏重・コンプライアンス軽視の営業

を推進しているが、銀行本部の経営陣は、在日支店の業務運営にかかる監督責任を適

正に果たしていない実態が認められ、支店業務の運営にかかる在日支店及び銀行本部

の経営陣の経営責任と責任体制が著しく不明確な組織・機構となっている問題が認め

られること。 

３．  業務改善命令に違反する実態及び不適切な検査対応等 

(1) 銀行法第 26 条第１項に基づく業務改善命令に違反している実態 

イ．  在日支店は、当庁の立入検査結果を受けて、平成 13 年８月、銀行法第 12 条違反等

により、銀行法第 27 条に基づく業務の一部停止命令、並びに、同法第 26 条第１項

に基づく在日支店の業務にかかる組織・運営面の抜本的改革及びそれに対する経営

陣の認識の徹底、法令遵守態勢の整備等を内容とする業務改善命令を受けている。 

ロ．  しかしながら、当庁による今般の立入検査の結果（平成 16 年５月通知）、上記

の指摘事項の改善に要する調査・原因分析及び監査等が適切に行われておらず、

法令等遵守にかかる経営管理及び内部管理態勢、並びに、銀行法第 12 条違反の

営業実態など、実際に改善されていない現況が確認されたこと。 

ハ．  さらに、そのような実態であるにもかかわらず、当庁に対する改善計画への取

り組み経過報告の当初の段階（平成 13 年９月）から最終報告（平成 15 年３月）

までの間、所要の改善をすべて完了した旨の実態と異なる報告を行って、当庁よ

り業務改善計画の実施状況の報告命令の解除（平成 15 年６月）を受けていた事

実も確認されたこと。 

(2) 不適切な検査対応等 

今回の当庁の立入検査及びその後の監督上の報告徴求では、一部の営業責任者や行

員が、事実と異なる回答や開示すべき資料等を提示しない対応を行うなど、検査によ

る業務実態の把握及び監督による検証の実施を阻害する行為が度々認められていること。 

本件に関する問い合わせ先 

金融庁 TEL 03-3506-6000（代表） 

監督局銀行第一課（内線 3751、3752） 


